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）
要
約
『
古
本
説
話
集
』
は
、
編
著
者
未
詳
、
成
立
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
と
言
わ
れ
て
い
る
古
写
本
で
あ
る
。
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
旧
梅
澤
記
念
館
蔵
鎌
倉
中
期
写
本
（
現
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）
に
は
、
題
簽
も
内
題
も
な
い
た
め
、
本
来
の
書
名
は
不
明
で
あ
り
、
一
般
に
『
古
本
説
話
集
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
流
麗
な
平
仮
名
文
で
、
大
斎
院
選
子
内
親
王
の
話
に
始
ま
り
、
関
寺
の
牛
仏
の
話
で
終
わ
る
。
王
朝
文
学
の
著
名
人
を
中
心
に
樵
夫
や
貧
女
の
話
に
至
る
ま
で
有
名
無
名
人
の
逸
話
や
観
音
霊
験
譚
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
今
昔
物
語
集
』
以
下
の
諸
説
話
集
と
の
共
通
説
話
も
多
い
が
、
書
承
関
係
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、『
古
本
説
話
集
』
の
「
注
釈
」
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。「
大
齋
院
事
（
第
一
）
其
の
一
」
と
し
て
、
ま
ず
巻
頭
の
「
大
齋
院
」
の
説
話
か
ら
着
手
し
、
順
次
全
七
十
話
の
「
注
釈
」
を
試
み
る
予
定
で
あ
る
。「
注
釈
」
に
先
立
っ
て
、
漢
字
表
記
の
「
目
録
」
に
つ
い
て
述
べ
、
該
当
部
分
の
「
目
録
表
題
」
を
訓
読
す
る
。「
本
文
」
は
、
原
文
に
復
元
で
き
る
こ
と
を
目
指
す
一
方
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
比
較
の
便
の
た
め
、「
対
照
説
話
」
を
本
文
の
下
段
に
記
し
た
。「
口
語
訳
」
は
、
平
易
か
つ
明
確
な
現
代
文
を
心
が
け
、
原
文
の
雰
囲
気
が
伝
わ
る
こ
と
を
意
識
し
た
。「
語
釈
・
語
法
」
は
「
注
釈
」
の
根
拠
を
示
し
、
特
に
日
本
語
学
的
視
点
を
多
く
取
り
入
れ
る
よ
う
に
心
が
け
た
。
さ
ら
に
「
補
説
」
と
し
て
、「
注
釈
」
に
お
け
る
重
点
箇
所
を
特
記
し
た
。
今
回
は
、
村
上
天
皇
の
皇
女
選
子
内
親
王
、
す
な
わ
ち
大
斎
院
の
賀
茂
祭
の
行
列
の
時
の
逸
話
を
取
り
上
げ
、「
其
の
一
」
と
し
て
、
冒
頭
か
ら
二
十
七
行
分
を
対
象
と
す
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
古
本
説
話
集
・
大
斎
院
・
賀
茂
祭
解
題
『
古
本
説
話
集
』（
以
下
、「
本
集
」
と
略
称
）
は
、
昭
和
二
十
四
年
「
新
指
定
国
宝
展
」
で
世
に
知
ら
れ
た
。
翌
年
、
梅
澤
彦
太
郎
氏
の
所
有
に
帰
し
、
以
来
、
題
簽
も
内
題
も
な
い
た
め
『
梅
澤
本
古
本
説
話
集
』
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
梅
澤
記
念
館
・
文
化
庁
旧
蔵
、
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
で
あ
る
。
本
書
の
書
誌
等
に
つ
い
て
は
、『
梅
澤
本
古
本
説
話
集
』（
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
編
、
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
発
行
・
一
九
五
五
年
）
の
田
山
方
南
氏
の
解
説
、
お
よ
び
『
梅
澤
本
古
本
説
話
集
』
（
古
典
資
料
類
従
六
・
勉
誠
社
・
一
九
七
八
年
）
の
川
口
久
雄
氏
の
解
説
に
詳
し
い
。
墨
付
全
部
一
三
六
丁
。
奥
書
識
語
は
な
く
、
冒
頭
二
丁
オ
〜
四
丁
オ
、
お
よ
び
六
〇
丁
ウ
〜
六
一
丁
ウ
に
、
目
録
（
漢
字
表
記
の
表
題
を
本
文
の
説
話
配
列
に
従
っ
て
列
記
し
た
も
の
）
が
あ
る
。
全
七
十
話
が
、
前
半
四
十
六
話
、
後
半
二
十
四
話
に
二
分
さ
れ
、
一
般
に
前
半
を
上
巻
、
後
半
を
下
巻
と
称
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
説
話
は
、『
今
昔
物
語
集
』
や『
宇
治
拾
遺
物
語
』と
共
通
の
も
の
が
多
い
上
、『
世
継
物
語
』『
打
聞
集
』
な
ど
の
小
説
話
集
と
の
重
な
り
も
多
く
、
類
縁
性
や
前
後
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
諸
説
話
集
の
伝
本
の
一
つ
、
あ
る
い
は
異
本
・
抄
本
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
た
、
ど
の
説
話
集
と
も
相
互
の
承
接
関
係
は
証
明
さ
れ
ず
、
そ
れ
ら
の
諸
説
話
集
と
の
共
通
祖
本
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
天
下
の
孤
本
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。成
立
年
代
、
編
著
者
（
筆
録
者
）、
成
立
事
情
等
は
不
明
で
あ
る
が
、『
古
本
説
話
集
総
索
引
』（
山
内
洋
一
郎
編
・
風
間
書
房
・
一
九
六
九
年
）
の
刊
行
以
来
、
日
本
語
史
的
な
観
点
か
ら
の
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉
中
期
筆
写
と
思
わ
れ
る
貴
重
な
古
写
本
で
あ
る
。
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（
三
）
目
録
に
つ
い
て
説
話
集
に
は
、
説
話
本
文
と
は
別
に
目
録
や
説
話
表
題
（
説
話
本
文
の
前
に
記
載
さ
れ
た
表
題
）
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
本
集
に
は
、
巻
頭
お
よ
び
中
間
に
目
録
が
置
か
れ
て
い
る
。
原
本
の
形
に
沿
っ
て
注
釈
を
加
え
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず
冒
頭
の
目
録
を
訓
み
下
し
、
解
説
す
べ
き
で
あ
る
が
、
今
回
は
各
目
録
表
題
を
そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
の
冒
頭
に
置
い
て
訓
み
を
付
す
こ
と
と
す
る
。「
注
釈
」
に
先
立
っ
て
、
目
録
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
る
。
目
録
は
本
文
の
内
容
を
知
る
た
め
の
指
標
と
し
て
の
機
能
が
あ
り
、
本
文
と
同
じ
く
研
究
の
対
象
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
本
文
研
究
に
比
し
て
、
ま
と
も
に
考
察
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
る
と
、

目
録
は
、
説
話
本
文
の
付
録
と
し
て
の
認
識
が
強
く
、
便
宜
的
に
取
り
扱
う
態
度
が
あ
る
こ
と
。

目
録
の
作
成
者
が
本
文
の
編
著
者
と
同
一
と
は
限
ら
ず
、
別
人
（
同
時
代
あ
る
い
は
後
代
の
人
）
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
と
い
う
こ
と
。

そ
の
た
め
も
あ
っ
て
、
目
録
と
説
話
本
文
と
の
間
に
齟
齬
が
生
じ
、
そ
の
指
標
と
し
て
の
機
能
が
問
題
に
な
る
こ
と
。
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
諸
家
の
注
釈
書
等
を
見
て
も
、
目
録
や
説
話
表
題
そ
の
も
の
を
全
体
と
し
て
眺
め
、
そ
の
内
部
構
造
・
説
話
本
文
と
の
関
係
・
目
録
作
成
者
・
説
話
表
題
の
訓
み
等
を
考
察
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。『
梅
澤
本
古
本
説
話
集
』（
前
掲
書：
「
解
題
」
の
項
）
の
川
口
久
雄
氏
の
解
説
（
Ｐ
２８５
）
に
は
、
数
例
の
訓
み
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
目
録
が
作
品
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
を
等
閑
視
す
る
態
度
は
正
し
い
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
目
録
お
よ
び
説
話
表
題
を
対
象
と
し
て
、
改
め
て
研
究
の
視
点
を
も
っ
て
眺
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
さ
て
、
本
集
は
原
本
六
〇
丁
の
と
こ
ろ
で
前
後
に
分
か
れ
、
説
話
本
文
（
全
七
十
話
）
は
、
前
半
（
四
十
六
話
）・
後
半
（
二
十
四
話
）
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
半
・
後
半
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
、
目
録
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
目
録
に
つ
い
て
、
先
に
述
べ
た
、
そ
の
内
部
構
造
・
説
話
本
文
と
の
関
係
・
目
録
作
成
者
・
目
録
表
題
の
訓
み
等
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
見
解
を
公
に
し
た
（
注
）
。
そ
の
要
点
を
述
べ
る
と
、

前
半
の
目
録
に
は
比
較
的
単
純
な
目
録
表
題
（「
人
名
＋
事
」、「
人
名
―
（
和
歌
）
―
事
」
な
ど
）
が
多
く
、
後
半
の
目
録
に
は
、
文
構
造
の
上
で
、
主
語
・
述
語
・
目
的
語
等
を
具
備
す
る
、
よ
り
長
く
複
雑
な
表
題
が
多
い
の
で
、
訓
読
上
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

変
体
漢
文
を
基
調
と
す
る
本
目
録
の
表
題
を
訓
読
す
る
に
あ
た
り
、
対
応
す
る
説
話
本
文
の
表
現
を
基
本
に
し
て
、
他
の
説
話
集
（『
今
昔
物
語
集
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』
な
ど
）
等
の
表
現
も
参
照
し
て
、
特
に
補
読
の
仕
方
（
時
制
の
助
動
詞
、
待
遇
表
現
）
や
、
ノ
・
ガ
両
助
詞
に
よ
る
尊
卑
表
現
の
区
別
を
明
確
に
す
る
。

目
録
の
作
成
者
は
、
対
応
す
る
説
話
本
文
の
内
部
徴
証
よ
り
み
て
、
本
文
の
編
著
者
と
は
別
人
、
そ
れ
も
後
代
の
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
知
見
を
も
と
に
、
本
集
の
二
つ
の
目
録
に
み
ら
れ
る
表
題
を
明
確
な
基
準
の
も
と
に
訓
読
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
本
集
に
は
、
説
話
表
題
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
説
話
本
文
の
前
に
目
録
表
題
を
掲
げ
、
訓
読
し
た
形
で
示
す
。
【
注
】・
古
本
説
話
集
目
録
の
性
格
と
訓
読
（
山
口
康
子
、
福
田
益
和
「
国
語
学
会
」
口
頭
発
表
・
一
九
七
二
年
五
月
）
・
古
本
説
話
集
目
録
訓
読
に
つ
い
て
の
一
問
題
―
―
古
本
説
話
集
の
場
合
―
―
（
山
口
康
子
、
福
田
益
和
『
解
釈
』
一
九
七
二
年
十
一
月
号
）
・
古
本
説
話
集
「
目
録
」
訓
読
に
つ
い
て
の
一
視
点
―
―
人
物
を
う
け
る
「
の
・「
が
」
―
―
（
山
口
康
子
、
福
田
益
和
『
季
刊
文
学
・
語
学
』
第
６６
号
・
一
九
七
三
年
三
月
号
）
他
な
お
、
本
集
『
目
録
』
の
数
少
な
い
先
行
研
究
に
は
、
児
玉
識
氏
の
「
中
世
説
話
集
の
文
献
学
的
一
考
察
―
―
梅
沢
本
古
本
説
話
集
を
中
心
に
し
て
―
―
」（「
宇
部
工
業
短
期
大
学
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
」
一
巻
一
号
・
一
九
六
四
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
森
正
人
氏
の
『
古
代
説
話
集
の
生
成
』（
笠
間
書
院
・
二
〇
一
四
年
）
の
序
章
・
第
一
章
に
、
説
話
集
に
お
け
る
目
録
・
標
題
の
役
割
に
つ
い
て
、
言
及
・
指
摘
が
あ
る
。
（
四
）
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凡
例
解
題
本
集
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
。
目
録
に
つ
い
て
本
集
に
付
さ
れ
て
い
る
「
目
録
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
一
表
題
本
集
に
は
、
説
話
表
題
（
説
話
本
文
の
前
に
記
載
さ
れ
た
表
題
）
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
目
録
表
題
を
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
説
話
本
文
の
前
に
掲
げ
、
訓
読
を
振
り
仮
名
の
形
で
示
す
。
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
各
説
話
の
口
語
訳
の
次
に
、
項
目
を
立
て
て
述
べ
る
。
ま
た
、
川
口
久
雄
校
訂
『
梅
澤
本
古
本
説
話
集
』（
岩
波
文
庫
・
一
九
五
五
年
）
以
下
の
註
釈
に
な
ら
い
、
説
話
の
話
番
号
を
（
）
を
つ
け
て
付
し
、（
第
一
）（
第
二
）
の
形
で
示
す
。
二
本
文
１
底
本
は
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
（
梅
澤
記
念
館
・
文
化
庁
旧
蔵
）『
古
本
説
話
集
』
を
用
い
た
。『
梅
澤
本
古
本
説
話
集
』（
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
編
、
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
発
行
・
一
九
五
五
年
）、『
勉
誠
社
文
庫
１２４
古
本
説
話
集
』（
川
口
久
雄
解
説
・
勉
誠
社
・
一
九
八
五
年
）
「
ｅ
國
寶
国
立
博
物
館
所
蔵
国
宝
・
重
要
文
化
財
」（http://w
w
w
.em
u
seu
m
.jp/top?d
lang
=ja
）
を
参
照
す
る
。
２
底
本
の
一
丁
を
二
頁
と
し
て
、
表
を
オ
・
裏
を
ウ
と
表
記
し
、
行
数
を
本
文
の
上
に
算
用
数
字
で
記
す
。
な
お
、
勉
誠
社
文
庫
の
頁
数
を
（
）
で
示
す
。
３
原
文
の
漢
字
は
そ
の
ま
ま
漢
字
で
表
記
し
、
原
文
に
近
い
字
体
を
選
ぶ
。
４
訓
み
を
つ
け
る
と
き
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
用
い
（
）
で
囲
む
。
（
お
ほ
さ
い
ゐ
ん
）
（
ま
う
す
）
例
大
齋
院
・
申
は
５
反
転
記
号
・
繰
り
返
し
記
号
・
見
せ
消
ち
等
は
原
文
ど
お
り
表
記
し
、
必
要
に
応
じ
て
注
を
つ
け
る
か
、「
語
釈
・
語
法
」
の
項
で
説
明
す
る
。
６
原
文
の
仮
名
表
記
を
、
漢
字
表
記
に
す
る
と
き
は
、
振
り
仮
名
と
し
て
原
文
の
仮
名
お
ほ
と
の
さ
い
を
つ
け
る
。
表
記
す
る
漢
字
は
、
現
行
の
漢
字
と
す
る
。
例
大
殿
・
斎
院
【
ほ
】
７
仮
名
違
い
は
、
右
側
に
正
用
を
【
】
で
示
す
。
例
な
を
８
必
要
に
応
じ
て
句
読
点
・
濁
点
・
引
用
符
を
つ
け
、
会
話
文
に
は
「
。」
を
つ
け
る
。
三
対
照
説
話
対
照
す
べ
き
説
話
を
、
本
集
本
文
の
行
切
り
に
合
わ
せ
て
記
載
す
る
。
テ
キ
ス
ト
は
、
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
な
ど
一
般
的
な
も
の
を
選
ぶ
。
四
口
語
訳
逐
語
訳
を
心
が
け
、
必
要
に
応
じ
て
適
宜
主
語
等
を
（
）
で
補
う
。
五
語
釈
・
語
法
丁
の
表
（
オ
）・
裏
（
ウ
）
ご
と
に
、
該
当
箇
所
の
行
数
を
算
用
数
字
で
示
し
、
特
に
日
本
語
学
的
視
点
を
取
り
入
れ
る
よ
う
心
が
け
る
。
六
補
説
特
に
詳
述
す
る
必
要
の
あ
る
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
を
記
す
。
七
類
話
紙
幅
の
都
合
上
、
各
話
の
末
尾
に
つ
け
る
予
定
で
あ
る
。
八
参
照
テ
キ
ス
ト
略
号
と
テ
キ
ス
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
岩
波
文
『
梅
澤
本
古
本
説
話
集
』
川
口
久
雄
校
訂
・
岩
波
文
庫
・
一
九
五
五
年
全
書
『
古
本
説
話
集
』
日
本
古
典
全
書
・
川
口
久
雄
校
註
・
朝
日
新
聞
社
・
一
九
六
七
年
総
索
引
『
古
本
説
話
集
総
索
引
』
山
内
洋
一
郎
編
・
風
間
書
房
・
一
九
六
九
年
全
註
解
『
古
本
説
話
集
全
註
解
』
高
橋
貢
・
有
精
堂
・
一
九
八
五
年
新
大
系
『
古
本
説
話
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
４２
・『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
併
録
・
中
村
義
雄
、
小
内
一
明
校
注
・
岩
波
書
店
・
一
九
九
〇
年
全
訳
注
『
古
本
説
話
集
上
下
』

橋
貢
全
訳
注
・
講
談
社
学
術
文
庫
・
二
〇
〇
一
年
九
参
考
文
献
参
考
に
し
た
文
献
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
そ
の
部
分
に
書
き
入
れ
る
。
記
載
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
、
各
話
の
末
尾
に
つ
け
る
予
定
で
あ
る
。
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（
五
）
（
お
ほ
さ
い
ゐ
ん
の
こ
と
）
大
齋
院
事
（
第
一
）
【
五
丁
オ
】
（
一
三
頁
）
い
ま
む
か
し
（
お
ほ
さ
い
ゐ
ん
）
（
ま
う
す
）
（
む
ら
か
み
）
（
じ
ふ
）
１
今
は
昔
、
大
齋
院
と
申
は
、
村
上
の
十
の
宮
に
み
か
ど
レ
（
た
び
）
か
２
お
は
し
ま
す
。
御
門
の
あ
ま
た
た
び


、
替
は
ら
せ
う
ご
３
給
へ
ど
、
こ
の
齋
院
は
、
動
き
な
く
て
お
は
し
ま
し
さ
い
（
ぐ
う
）
（
ほ
と
け
）（
き
や
う
）
い
４
け
り
。
斎
宮
・
斎
院
は
、
佛
・
經
忌
ま
せ
た
ま
ふ
に
、
こ
の
あ
が
５
斎
院
は
、
佛
・
經
を
さ
へ
崇
め
申
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
あ
さ
（
ご
ね
ん
ず
）
か
（
か
）
（
み
さ
か
）
（
あ
み
だ
）
６
朝
ご
と
の
御
念
誦
、
欠
ゝ
せ
た
ま
は
ず
、
三
尺
の
阿
弥
陀
ほ
と
け
む
【
ゐ
】
（
ほ
け
き
や
う
）
７
仏
に
向
か
ひ
ま
い
ら
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
法
華
經
あ
く
よ
（
た
ま
ひ
）
（
ま
う
し
）
つ
た
８
を
明
け
暮
れ
誦
ま
せ
給
け
り
と
、
人
申
伝
へ
た
り
。
（
か
も
の
ま
つ
り
）
（
い
ち
で
う
）
お
ほ
ぢ
あ
つ
９
賀
茂
祭
の
日
、
「
一
条
の
大
路
に
、
そ
こ
ら
集
ま
ほ
と
け
な
ち
か
１０
り
た
る
人
、
さ
な
が
ら
と
も
に
仏
に
成
ら
ん
。」
と
誓
【
五
丁
ウ
】
（
一
四
頁
）
（
た
ま
ひ
）
【
ほ
】
１
は
せ
給
け
る
こ
そ
、
な
を
あ
さ
ま
し
く
。
さ
て
、
こ
の
世
の
ゑ
い
ぐ
わ
（
と
）
（
ご
け
い
）
２
御
栄
華
を
、
と
ゝ
の
へ
さ
せ
た
ま
は
ぬ
か
は
。
御
禊
よ
り
（
さ
ん
が
に
ち
）
（
さ
ほ
ふ
）
い
ぐ
る
ま
３
は
じ
め
、
三
日
の
作
法
、
出
だ
し
車
な
ど
の
め
で
た
き
さ
ま
（
あ
り
）
さ
ま
お
ほ
（
か
た
）
い
ふ
【
う
】
（
ら
う
）
４
は
。
御
心
様
、
御
有
様
、
大
方
優
に
ら
う


し
【
お
】
（
う
ぢ
ど
の
）
（
ひ
や
う
ゑ
の
す
け
）
５
く
を
は
し
ま
し
た
る
ぞ
か
し
。
宇
治
殿
の
、
兵
衛
佐
に
（
ご
）
ぜ
む
６
て
御
禊
の
御
前
せ
さ
せ
た
ま
ひ
た
り
け
る
に
、
い
と
お
【
を
】
さ
な
れ
い
（
ほ
ん
ゐ
ん
）
か
へ
（
た
ま
ひ
）
７
幼
く
お
は
し
ま
せ
ば
、
例
は
本
院
に
帰
ら
せ
給
て
ひ
と
（
び
と
）
（
ろ
く
）
か
は
ら
８
人


に
禄
な
ど
た
ま
は
す
る
を
、
こ
れ
は
河
原
よ
り
い
お
も
９
出
で
さ
せ
た
ま
ひ
し
か
ば
、
思
ひ
か
け
ぬ
事
に
て
、
『
大
鏡
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
２１
・
一
九
六
〇
年
・
岩
波
書
店
、
底
本
…
東
松
本
）
い
つ
き
の
宮
よ
に
お
ほ
く
お
は
し
ま
せ
ど
、
こ
れ
は
こ
と
に
う
ご
き
な
く
、
よ
に
ひ
さ
し
く
た
も
ち
お
は
し
ま
す
。
た
ゞ
こ
の
御
一
す
ぢ
の
か
く
さ
か
へ
た
ま
ふ
べ
き
と
ぞ
み
申
。
む
か
し
の
齋
宮
・
齋
院
は
佛
經
な
ど
の
こ
と
は
い
ま
せ
給
け
れ
ど
、
こ
の
宮
に
は
佛
法
を
さ
へ
あ
が
め
給
て
、
あ
さ
ご
と
の
御
念
誦
か
ゝ
せ
た
ま
は
ず
。
ち
か
く
は
、
こ
の
御
寺
の
け
ふ
の
講
に
は
、
さ
だ
ま
り
て
布
施
を
こ
そ
は
を
く
ら
せ
た
ま
ふ
め
れ
。
い
と
ゝ
う
よ
り

人
に
な
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
い
か
で
か
ゝ
る
事
を
お
ぼ
し
め
し
よ
り
け
ん
と
お
ぼ
え
さ
ぶ
ら
ふ
は
、
賀
茂
の
ま
つ
り
の
日
、
一
條
の
大
路
に
そ
こ
ら
あ
つ
ま
り
た
る
人
さ
な
が
ら
と
も
に
ほ
と
け
と
な
ら
む
と
、
ち
か
は
せ
た
ま
ひ
け
ん
こ
そ
、
な
を
あ
さ
ま
し
く
侍
れ
。
さ
り
と
て
又
、
現
世
の
御
榮
花
を
と
ゝ
の
へ
さ
せ
た
ま
は
ぬ
か
。
御
禊
よ
り
は
じ
め
三
箇
日
の
作
法
、
出
車
な
ど
の
め
で
た
さ
、
お
ほ
か
た
御
さ
ま
の
い
と
優
に
、
ら
う


じ
く
お
は
し
ま
し
た
る
ぞ
。
い
ま
の
關
白
殿
、
兵
衛
佐
に
て
、
御
禊
に
御
前
せ
さ
せ
た
ま
へ
り
し
に
、
い
と
お
さ
な
く
お
は
し
ま
せ
ば
、
例
は
本
院
に
か
へ
ら
せ
た
ま
ひ
て
人


に
祿
な
ど
た
ま
は
す
る
を
、
こ
れ
は
河
原
よ
り
い
で
さ
せ
た
ま
ひ
し
か
ば
、
お
も
ひ
が
け
ぬ
御
事
に
て
、
（
六
）
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ま
う
（
お
ま
へ
）
め
（
あ
り
）
１０
さ
る
御
心
設
け
も
な
か
り
け
れ
ば
、
御
前
に
召
し
有
て
、
【
六
丁
オ
】
（
一
五
頁
）
た
い
め
む
１
御
対
面
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
た
て
ま
つ
り
た
り
け
る
こ
う
ち
き
（
た
ま
ひ
）
（
に
ふ
だ
う
２
御
小
袿
を
ぞ
、
か
づ
け
た
て
ま
つ
ら
せ
給
け
る
。
入
道
ど
の
）
き
（
た
ま
ひ
）
（
ろ
く
）
３
殿
聞
か
せ
給
て
、
「
い
と
を
か
し
く
も
し
給
へ
る
か
な
。
禄
な
び
む
と
へ
４
か
ら
ん
も
便
な
く
、
取
り
に
や
り
た
ら
む
も
ほ
ど
経
ぬ
べ
み
（
な
り
）
５
け
れ
ば
、
と
り
わ
き
給
へ
る
さ
ま
を
見
せ
た
ま
へ
る
也
。
（
も
の
）
と
の
６
え
せ
物
は
、
え
思
ひ
よ
ら
じ
か
し
。」
と
ぞ
、
殿
は
申
さ
せ
７
た
ま
ひ
け
る
。
口
語
訳
今
は
昔
、
大
斎
院
と
申
し
上
げ
る
（
方
）
は
、
村
上
天
皇
の
第
十
皇
女
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
天
皇
が
何
度
も
何
度
も
お
替
わ
り
に
な
ら
れ
た
が
、
こ
の
斎
院
は
替
わ
る
こ
と
が
な
は
ば
か
く
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
斎
宮
と
斎
院
は
仏
像
や
経
典
を
忌
み
お
憚
り
に
な
ら
れ
た
が
、
こ
の
斎
院
は
仏
像
や
経
典
ま
で
も
敬
い
申
し
上
げ
な
さ
っ
て
、
毎
朝
の
御
念
誦
を
お
欠
か
し
に
な
ら
ず
、
三
尺
の
阿
弥
陀
仏
に
向
か
い
申
し
上
げ
な
さ
っ
て
、『
法
華
経
』
を
朝
に
夕
に
お
誦
み
に
な
っ
た
と
、
人
々
が
申
し
伝
え
て
い
る
（
と
い
う
こ
と
だ
）。
賀
茂
祭
の
日
、「
一
条
大
路
に
多
く
集
ま
っ
た
人
々
は
、
そ
の
ま
ま
皆
私
と
と
も
に
仏
に
成
り
ま
し
ょ
う
。」
と
（
大
斎
院
が
）
誓
願
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
や
は
り
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
こ
の
現
世
で
の
御
栄
華
を
欠
け
る
こ
と
な
く
備
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
御
禊
の
儀
式
を
は
じ
め
と
し
て
、
三
が
日
の
作
法
、
出
だ
し
車
な
ど
の
何
と
見
事
な
こ
と
か
。
お
気
立
て
や
振
舞
い
が
総
じ
て
優
美
な
上
に
、
品
位
あ
る
円
熟
さ
が
お
あ
り
で
あ
る
こ
と
よ
。
宇
治
殿
（
頼
通
公
）
が
、
兵
衛
佐
で
御
禊
の
前
駆
を
な
さ
っ
た
時
に
、（
宇
治
殿
は
）
た
い
そ
う
幼
く
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
た
め
、（
大
斎
院
は
）
い
つ
も
は
本
院
に
お
帰
り
に
な
っ
て
人
々
に
祝
儀
な
ど
を
下
さ
る
の
だ
が
、
宇
治
殿
が
賀
茂
河
原
よ
り
わ
が
家
に
お
戻
り
に
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
は
予
想
も
し
な
か
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
ご
準
備
も
な
か
っ
た
の
で
、（
宇
治
殿
を
）
御
前
に
お
召
し
に
な
っ
て
お
会
い
に
な
り
、
身
に
つ
け
て
お
ら
れ
た
御
小
袿
を
祝
儀
と
し
て
、
お
授
け
申
し
上
げ
な
さ
っ
た
。
（
そ
の
こ
と
を
）
入
道
殿（
道
長
公
）
が
お
聞
き
に
な
っ
て
、「
た
い
そ
う
風
情
深
い
こ
と
を
な
さ
い
ま
し
た
ね
。
祝
儀
を
出
さ
な
い
の
も
不
都
合
で
す
し
、（
本
院
へ
）
取
り
に
や
る
に
し
て
も
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
か
ら
、
特
別
の
お
志
の
程
を
お
見
せ
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
い
い
加
減
な
心
構
え
の
人
に
は
思
い
つ
け
な
い
こ
と
で
す
よ
。」
と
、
入
道
殿
は
（
大
斎
院
の
こ
と
を
）
申
し
上
げ
な
さ
っ
た
。
さ
る
御
心
ま
う
け
も
な
か
り
け
れ
ば
、
御
前
に
め
し
あ
り
て
、
御
對
面
な
ど
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
け
る
小
掛
を
ぞ
か
づ
け
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ
り
け
る
。
入
道
殿
き
か
せ
給
て
、「
い
と
お
か
し
く
も
し
給
へ
る
か
な
。
祿
な
か
ら
ん
も
た
よ
り
な
く
、
と
り
に
や
り
た
ま
は
ん
も
ほ
ど
へ
ぬ
べ
け
れ
ば
、
と
り
わ
き
た
る
さ
ま
を
み
せ
た
ま
ふ
な
め
り
。
ゑ
せ
も
の
は
、
え
お
も
ひ
よ
ら
じ
か
し
」
と
ぞ
、
申
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
。
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（
七
）
（
お
ほ
さ
い
ゐ
ん
の
こ
と
）
表
題
大
齋
院
事
（
第
一
）
右
の
訓
み
に
つ
い
て
、
二
つ
の
問
題
点
が
あ
る
。
そ
の
一
は
、「
大
齋
院
」
と
「
事
」
を
結
ぶ
助
詞
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
表
題
の
形
式
は
、
前
半
目
録
所
収
の
四
十
六
表
題
中
、
二
十
六
表
題
共
通
の
形
式
で
あ
り
、
そ
れ
は
、「
人
名
（
和
歌
作
者
）
―
事
」
の
単
純
な
語
構
成
。
そ
の
共
通
形
式
で
問
題
と
な
る
の
は
、
人
名
（
和
歌
作
者
）
を
「
事
」
字
に
続
け
て
よ
む
場
合
、
連
体
格
助
詞
「
の
」
で
よ
む
か
、「
が
」
で
よ
む
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
を
決
め
る
第
一
の
基
準
は
説
話
本
文
の
内
部
徴
証
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
類
話
や
他
資
料
を
援
用
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
説
話
本
文
に
あ
ら
わ
れ
る
人
物
で
、
目
録
表
題
に
も
み
え
る
人
物
に
つ
い
て
、
「
の
」・「
が
」
両
助
詞
の
使
わ
れ
方
を
み
る
と
、
そ
の
事
例
は
、
た
と
え
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。（
用
例
の
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。）
（
和
泉
式
部
）
…
…
「
和
泉
式
部
が
も
と
に
」（
一
七
オ
７
）
「
い
づ
み
し
き
ぶ
が
む
す
め
」（
一
九
ウ
４
）
（
伊
勢
大
輔
）
…
…
「
伊
勢
大
輔
の
ま
ご
な
り
け
り
」（
二
三
ウ
４
）
「
伊
勢
大
輔
の
御
し
そ
ん
」（
三
二
ウ
６
）
（
道
済
）
…
…
「
み
ち
な
り
が
は
」（
三
六
オ
６
）
「
み
ち
な
り
が
哥
」（
三
九
ウ
１
）
人
物
ご
と
に
、「
の
」・「
が
」
が
区
別
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
の
」
助
詞
の
用
い
ら
れ
た
人
物
に
は
敬
語
表
現
が
あ
り
、「
が
」
助
詞
の
用
い
ら
れ
た
人
物
に
は
敬
語
表
現
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
を
も
と
に
、
本
集
で
は
、
人
物
を
受
け
る
「
の
」・「
が
」
両
助
詞
に
よ
る
尊
卑
表
現
の
区
別
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
「
大
齋
院
」
に
つ
い
て
、
対
応
す
る
説
話
本
文
の
表
現
に
徴
す
る
と
、
「
村
上
の
十
の
宮
に
お
は
し
ま
す
」（
五
オ
２
）
「
こ
の
斎
院
は
、
佛
・
經
を
さ
へ
あ
が
め
申
さ
せ
た
ま
ひ
て
」（
五
オ
５
）
と
敬
語
表
現
が
顕
著
で
あ
り
、
類
話
等
で
も
、
「
大
斉
院
ト
申
ス
ハ
、
村
上
ノ
天
皇
ノ
御
子
ニ
御
マ
ス
。
円
融
院
天
皇
ハ
御
兄
ニ
御
セ
バ
、
其
ノ
御
時
ニ
斉
院
ニ
ハ
立
セ
給
ヘ
ル
也
」（
新
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
九
第
十
七
・
Ｐ
１５９
）
「
そ
の
と
ゞ
ま
り
お
は
し
ま
す
女
宮
こ
そ
は
、
大
齋
院
よ
」（
大
系
『
大
鏡
』
第
一
巻
・
Ｐ
５１
）
と
、
敬
語
表
現
が
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
表
題
の
「
大
齋
院
」
を
受
け
る
連
体
格
助
詞
は
「
の
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
二
十
五
表
題
に
つ
い
て
も
同
じ
方
法
で
「
の
」・「
が
」
両
助
詞
の
区
別
を
す
べ
き
で
あ
る
。「
注
釈
」
の
中
で
、
そ
の
都
度
示
す
。
そ
の
二
は
、
「
大
齋
院
」
の
訓
み
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
「
だ
（
た
）
い
さ
い
ゐ
ん
」
・
「
お
ほ
さ
い
ゐ
ん
」
両
様
の
訓
み
が
あ
り
、
い
ず
れ
が
適
切
か
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
訓
み
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
一
つ
の
み
。
す
な
わ
ち
、
高
田
信
敬
氏
の
「
大
斎
院
名
義
考
証
」（『
創
立
三
十
周
年
記
念
鶴
見
大
学
文
学
部
論
集
』
一
九
九
三
年
三
月
）
で
あ
る
。
高
田
氏
は
、
「
村
上
天
皇
の
御
む
す
め
お
ほ
さ
い
ゐ
ん
」（『
源
氏
大
鏡
』
一
類
古
典
文
庫
５０８
）
大
斎
院
「
村
上
の
天
皇
の
御
む
す
め
お
う
さ
い
ゐ
ん
」（
祐
倫
『
光
源
氏
一
部
謌
』）
等
の
い
く
つ
か
の
仮
名
表
記
事
例
を
提
示
し
て
、
こ
の
訓
み
は
中
世
か
ら
近
世
初
期
ま
で
確
実
に
行
わ
れ
、
今
日
「
お
ほ
さ
い
ゐ
ん
」
の
訓
み
は
少
数
派
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
是
と
す
べ
き
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
今
、
こ
の
例
示
用
例
の
意
味
を
認
め
、
現
状
で
は
「
お
ほ
さ
い
ゐ
ん
」
と
よ
む
の
が
穏
当
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
な
お
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
語
学
的
視
点
か
ら
改
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
、
別
稿
「
接
頭
語
『
大
』
の
訓
み
と
語
構
成
に
関
す
る
一
考
察
―
―
鎌
倉
時
代
以
前
を
中
心
に
―
―
」（「
人
間
文
化
研
究
第
十
五
号
」
長
崎
純
心
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
編
・
二
〇
一
七
年
三
月
掲
載
）
に
託
し
た
。
併
せ
て
、
参
照
さ
れ
た
い
。
（
八
）
純 心 人 文 研 究 第２３号 ２０１７
―３９５―
語
釈
・
語
法
【
五
丁
オ
】
い
ま
む
か
し
●
１
今
は
昔
、
８
行
目
「
人
申
伝
へ
た
り
。」
に
呼
応
。「
今
は
昔
」
に
呼
応
す
る
文
末
形
式
が
、
説
話
全
体
の
末
尾
で
は
な
く
、
途
中
に
入
っ
た
特
殊
な
形
。
例
え
ば
、『
今
昔
物
語
集
』に
お
い
て
は
、
全
一
〇
五
九
話
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
、「
今
ハ
昔
」で
始
ま
り
、「
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
結
ぶ
語
り
の
形
式
を
持
っ
て
い
る
が
、
本
集
に
お
い
て
は
、
全
七
十
話
す
べ
て
が
「
今
は
昔
」
と
語
り
出
し
な
が
ら
、
末
尾
の
形
式
は
多
種
多
様
で
、
本
集
に
お
け
る
語
り
の
形
式
は
形
骸
化
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
「『
古
本
説
話
集
』
研
究
上
の
諸
問
題
（
四
）
―
―
『
大
和
物
語
』
と
の
類
似
性
―
―
」（「
人
間
文
化
研
究
第
十
四
号
」
長
崎
純
心
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
編
・
二
〇
一
六
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
お
ほ
さ
い
ゐ
ん
）
●
１
大
齋
院
（
九
六
四
〜
一
〇
三
五
）
選
子
内
親
王
。
村
上
天
皇
第
十
皇
女
。
﹇
関
係
人
物
系
図
﹈
母
は
藤
原
師
輔
女
の
中
宮
安
子
。
冷
泉
・
円
融
天
皇
の
同
母
妹
。
天
延
三
年
（
九
七
五
）、
十
二
歳
の
時
に
斎
院
に
立
ち
、
第
六
十
四
代
円
融
天
皇
よ
り
第
六
十
八
代
後
一
条
天
皇
に
至
る
五
代
・
五
十
七
年
に
わ
た
り
、
奉
仕
し
た
。
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
退
下
、
出
家
。
同
八
年
に
薨
去
、
七
十
二
歳
。『
賀
茂
斎
院
記
』
等
に
よ
れ
ば
選
子
が
上
東
門
院
に
「
新
奇
之
草
子
」
を
所
望
し
た
の
で
、
紫
式
部
が
『
源
氏
物
語
』
を
書
い
た
の
だ
と
い
う
。
『
発
心
和
歌
集
』
を
編
ん
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
異
論
も
あ
る
（「『
発
心
和
歌
集
』
選
子
内
親
王
作
者
説
存
疑
」
久
保
木
秀
夫
・
中
古
文
学
会
編
「
中
古
文
学
」
九
十
七
号
・
二
〇
一
六
年
六
月
参
照
）。
本
集
に
は
、
第
九
・
三
十
七
・
四
十
二
・
四
十
三
話
に
も
登
場
。
（
む
ら
か
み
）
●
１
村
上
（
九
二
六
〜
六
七
）
第
六
十
二
代
天
皇
。
天
暦
五
年
（
九
五
二
）『
万
葉
集
』
の
訓
釈
お
よ
び
『
古
今
集
』
に
続
く
勅
撰
和
歌
集
の
編
纂
を
目
的
と
し
た
和
歌
所
を
設
置
し
た
。
「
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
の
内
裏
歌
合
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
村
上
天
皇
主
催
に
よ
る
多
く
の
歌
合
が
行
わ
れ
た
。
康
保
四
年
（
九
六
七
）
五
月
二
十
五
日
、
崩
御
。
四
十
二
歳
。
本
集
に
は
、
第
三
十
九
話
に
も
登
場
。
み
か
ど
●
２
御
門
の
『
岩
波
文
』
は
、「
み
か
ど
の
」
の
下
の
「
」
印
は
「
普
通
誤
脱
の
標
示
で
あ
る
。」
と
す
る
が
、
筆
の
か
す
れ
と
み
る
。『
大
鏡
』
本
文
と
も
対
照
し
て
、
こ
こ
は
誤
脱
な
し
と
み
る
。
（「
ｅ
國
寶
国
立
博
物
館
所
蔵
国
宝
・
重
要
文
化
財
」http://w
w
w
.em
u
seu
m
.jp/top?d
lang=ja
」
に
よ
る
。
本
集
の
影
印
引
用
は
、
以
下
、
す
べ
て
同
じ
。）
レ
（
た
び
）
か
●
２
あ
ま
た
た
び


、
替
は
ら
せ
給
へ
ど
、
『
総
索
引
』『
新
大
系
』
は
、
反
転
記
号
レ
点
を
認
め
、「
た
び


あ
ま
た
」
と
よ
む
。『
全
註
解
』『
全
訳
注
』
は
、
レ
点
は
影
印
本
で
は
不
明
瞭
と
し
て
本
文
に
反
映
さ
せ
て
い
な
い
。「
あ
ま
た
た
び


」
で
も
「
た
び


あ
ま
た
」
で
も
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
。
椎葉・安倍・川浪・中村・福田・山口・『古本説話集 全注釈』大齋院事（第一）
其の一（五丁オ１～六丁オ７）
―３９４―
（
九
）
●
２
せ
給
へ
ど
、
「
せ
給
ふ
」
は
、
最
高
敬
語
。「
敬
語
の
文
学
的
考
察
―
―
源
氏
物
語
の
本
性
（
其
二
）
―
―
」（
玉
上

彌
・
京
都
帝
国
大
学
国
文
学
会
編
「
国
語
国
文
」
２１

・
一
九
五
二
年
三
月
）
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
帝
に
対
す
る
最
高
の
敬
意
を
指
す
。
●
３
齋
院
「
斎
院
」
は
賀
茂
神
社
に
奉
仕
し
た
未
婚
の
内
親
王
・
女
王
を
い
う
。
天
皇
の
崩
御
・
譲
位
の
他
、
自
身
の
父
母
の
喪
な
ど
の
特
別
事
由
で
退
下
し
た
。
う
ご
●
３
動
き
な
く
て
斎
院
の
交
代
が
な
く
て
。
『
日
本
紀
略
』
に
は
次
の
記
事
が
あ
る
。
天
延
三
年
（
九
七
五
）
六
月
廿
五
日
丙
寅
。
卜
定
賀
茂
斎
王
。
先
朝
第
十
選
子
内
親
王
也
。
永
観
二
年
（
九
八
四
）
九
月
五
日
壬
子
。
斎
院
選
子
内
親
王
依
舊
不
改
之
由
。
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
八
月
八
日
乙
辰
。
但
賀
茂
斎
院
不
改
。
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
四
月
十
九
日
丙
辰
。
賀
茂
斎
院
不
改
例
。
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
九
月
廿
二
日
丁
卯
。
夜
。
賀
茂
斎
院
選
子
内
親
王
依
有
老
病
。
私
以
退
出
。
『
御
堂
関
白
記
』（
長
徳
四：
九
九
八
〜
寛
仁
五：
一
〇
二
一
）
に
は
次
の
記
事
が
あ
る
。
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
四
月
廿
三
日
、
庚
申
、
…
略
…
明
日
可
被
申
不
替
斎
王
由
、
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
四
月
廿
四
日
、
辛
酉
、
…
略
…
被
申
斎
王
不
替
由
、
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
二
月
廿
五
日
、
庚
子
、
…
略
…
不
改
斎
院
由
奉
。
さ
い
（
ぐ
う
）
●
４
斎
宮
・
斎
院
「
斎
宮
」
は
伊
勢
神
宮
に
奉
仕
す
る
未
婚
の
内
親
王
、
ま
た
は
皇
族
の
女
性
。「
斎
宮
」「
斎
院
」と
も
に
、
そ
の
方
の
居
住
し
た
御
所
も
指
す
。
な
お
、
斎
宮
・
斎
院
と
も
に
「
斎
王
」
と
呼
ぶ
。
（
ほ
と
け
）（
き
や
う
）
●
４
佛
・
經
五
丁
オ
６
・
７
に
「
阿
弥
陀
ほ
と
け
」「
法
華
経
」
と
具
体
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
ほ
と
け
・
き
や
う
」
と
よ
む
。
仏
像
と
経
典
の
こ
と
。
五
丁
オ
５
の
「
佛
・
經
」
は
、『
大
鏡
』
で
は
「
佛
法
」
と
な
っ
て
い
る
。
い
●
４
忌
ま
せ
た
ま
ふ
に
、
斎
王
は
、
ひ
た
す
ら
神
に
奉
仕
す
る
身
で
、
仏
教
に
帰
依
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
不
浄
を
あ
ら
わ
す
言
葉
や
、
仏
教
に
関
し
た
言
葉
を
忌
詞
と
し
て
避
け
る
生
活
を
送
っ
て
い
た
。『
延
喜
式
』
に
は
、
斎
院
忌
詞
と
し
て
「
巻
第
六
神
祇
六
斎
院
司
」
に
、「
凡
忌
詞
。
死
称
直
。
病
称
息
。
泣
称
塩
垂
。
血
称
汗
。
完
称
菌
。
打
称
撫
。
墓
称
壌
。」
を
あ
げ
る
。
そ
れ
以
外
に
、
斎
宮
に
は
仏
教
に
関
す
る
忌
詞
が
あ
る
（
「
巻
第
五
神
祇
五
斎
宮
」）。
当
時
の
仏
教
的
観
点
か
ら
は
、
斎
宮
・
斎
院
に
対
し
て
、「
斎
院
。
罪
ふ
か
ゝ
な
れ
ど
、
を
か
し
。」（
新
大
系
『
枕
草
子
』
一
本
二
五
段
・
Ｐ
３４４
）
と
あ
る
よ
う
に
、
「
罪
深
い
身
」
と
さ
れ
て
い
た
。『
大
鏡
』
に
「
い
ま
せ
給
け
れ
ど
」
と
あ
る
こ
と
も
勘
案
し
、「
に
」
は
逆
接
の
接
続
助
詞
と
み
る
。
●
５
佛
・
經
を
さ
へ
本
集
の
地
の
文
の
「
さ
へ
」
は
こ
こ
一
例
。「
を
さ
へ
」
の
用
例
も
本
例
の
み
。
あ
と
は
「
我
さ
へ
」「
そ
ら
さ
へ
」「
ま
つ
さ
へ
」
と
い
ず
れ
も
歌
語
に
み
え
る
。あが
●
５
崇
め
『
類
聚
名
義
抄
』
観
智
院
本
に
は
「
崇
ア
カ
ム
」、
図
書
寮
本
に
は
「
崇
ア
カ
ム
」
と
あ
る
の
で
、「
ア
ガ
ム
」
と
よ
む
。
（
ご
ね
ん
ず
）
よ
●
６
御
念
誦
仏
の
名
号
、
あ
る
い
は
経
文
を
誦
み
上
げ
る
こ
と
。『
総
索
引
』
は
「
ね
ん
ず
」、『
全
書
』『
全
註
解
』『
全
訳
注
』
は
「
ね
ん
じ
ゅ
」
と
す
る
。『
源
氏
物
語
』
に
は
、
「
念
誦
」
十
二
例
、
「
御
念
誦
」
三
例
を
み
る
。
「
御
ね
ん
す
な
と
し
給
ふ
も
」
（
新
大
系
『
源
氏
物
語
二
』
須
磨
巻
・
Ｐ
３８
）、「
御
ね
ん
す
し
給
て
」（
新
大
系
『
源
氏
物
語
二
』
明
石
巻
・
Ｐ
１５５
）、「
御
念
す
の
ひ
ま


に
は
」（
新
大
系
『
源
氏
物
語
四
』
橋
姫
巻
・
Ｐ
３０１
）
な
ど
、
用
例
十
五
例
は
す
べ
て
「
念
（
ね
ん
）
す
」
で
あ
る
。
そ
れ
も
勘
案
し
、「
ね
ん
ず
」
と
よ
む
。（み
さ
か
）
●
６
三
尺
一
尺
は
、
約
三
〇
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
字
音
シ
ャ
ク
の
古
い
形
。
日
本
語
の
音
韻
体
系
の
中
で
変
化
が
生
じ
て
い
る
も
の
と
み
て
、「
サ
カ
」
と
よ
む
。『
日
本
書
サ
カ
紀
』巻
第
廿
四
皇
極
三
年
夏
六
月
の
条
に
、「
其
長
サ
八
尺
」（
岩
崎
本
皇
極
紀
平
安
中
期
点
）
と
あ
る
。
ま
た
、『
万
葉
集
』
巻
第
十
六
・
三
八
二
一
「
美
麗
物
何
所
不
飽
矣
坂
門
等
之
角
乃
布
久
礼
尓
四
具
比
相
尓
計
六
」
の
左
注
に
、「
右
、
時
有
娘
子
。
姓
尺
度
氏
也
。（
以
下
、
略
）」（
新
大
系
『
萬
葉
集
四
』）
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
補
注
に
は
、「
第
三
（
一
〇
）
純 心 人 文 研 究 第２３号 ２０１７
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句
の
『
坂
門
ら
』
は
左
注
の
『
尺
度
氏
』
に
当
た
る
。」
と
あ
り
、
「
尺
」
を
「
坂
（
さ
か
）
」
と
訓
む
傍
証
に
な
る
。
（
あ
み
だ
）
ほ
と
け
●
６
阿
弥
陀
仏
西
方
極
楽
浄
土
の
主
。
こ
の
仏
を
信
仰
す
る
と
、
臨
終
の
際
に
来
迎
し
、
死
後
に
極
楽
に
迎
え
ら
れ
る
と
信
じ
ら
れ
た
。
阿
弥
陀
如
来
。
岡
崎
知
子
氏
の
『
平
安
朝
女
流
作
家
の
研
究
』（「
大
斎
院
選
子
の
研
究
」
法
蔵
館
・
一
九
六
七
年
）
に
よ
る
と
、
選
子
が
賀
茂
斎
院
在
職
中
に
、
阿
弥
陀
仏
に
向
か
い
、
法
華
経
を
朝
夕
誦
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
確
か
な
記
録
に
み
え
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
選
子
の
和
歌
と
し
て
『
金
葉
集
』（
巻
第
十
雑
あ
み
だ
ぶ
部
下
・
六
三
〇
）
に
「
阿
弥
陀
仏
と
と
な
ふ
る
声
に
夢
さ
め
て
西
へ
流
る
ゝ
月
を
こ
そ
見
れ
」、
『
詞
花
集
』（
巻
第
十
雑
部
下
・
四
一
〇
）
に
「
思
へ
ど
も
忌
む
と
て
い
は
ぬ
こ
と
な
れ
ば
そ
な
た
に
む
き
て
音
を
の
み
ぞ
泣
く
」（『
古
本
説
話
集
』
第
四
十
三
に
は
初
句
を
「
な
を
だ
に
も
」
と
す
る
。）の
歌
に
よ
っ
て
、「
選
子
内
親
王
の
信
仰
は
法
華
経
受
持
に
よ
る
西
方
願
生
で
あ
っ
た
」
と
す
る
。
む
【
ゐ
】
●
７
向
か
ひ
ま
い
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
「
ま
い
ら
せ
」
の
「
い
」
は
「
ゐ
」
の
仮
名
違
い
。
本
集
に
は
、
動
詞
二
十
一
例
・
補
助
動
詞
二
十
九
例
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て「
い
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
（
ほ
け
き
や
う
）
●
７
法
華
経
『
法
華
経
』
は
、
平
安
朝
に
お
い
て
一
般
に
広
く
信
仰
さ
れ
た
経
典
で
あ
る
。『
更
級
日
記
』
に
、「
夢
に
、
い
と
き
よ
げ
な
る
僧
の
、
黄
な
る
地
の
袈
裟
き
た
る
が
来
て
、『
法
華
経
五
巻
を
、
と
く
な
ら
へ
』
と
い
ふ
を
見
れ
ど
」（
新
大
系
・
Ｐ
３８６
）
と
あ
る
。
八
巻
本
の
『
法
華
経
』
第
五
巻
提
婆
達
多
品
は
、
女
性
の
成
仏
を
説
く
こ
と
で
女
性
の
支
持
を
集
め
た
。『
王
朝
文
化
歴
史
大
事
典
』（
小
町
谷
照
彦
、
倉
田
実
編
・
笠
間
書
院
・
二
〇
一
二
年
）「
女
人
往
生
」
の
項
に
詳
し
い
。
（
か
も
の
ま
つ
り
）
か
も
わ
け
い
か
ず
ち
か
も
み
お
や
●
９
賀
茂
祭
京
都
の
賀
茂
別
雷
神
社
（
上
賀
茂
神
社
）
と
賀
茂
御
祖
神
社
（
下
鴨
神
社
）
の
祭
礼
。
古
く
は
四
月
第
二
の
酉
の
日
、
現
在
は
五
月
十
五
日
に
行
わ
れ
る
。
葵
の
葉
で
牛
車
や
簾
、
社
殿
や
祭
人
の
冠
（
葵
蔓
）
な
ど
を
飾
り
、
賀
茂
の
家
々
の
門
に
も
葵
を
か
け
た
の
で
葵
祭
と
も
い
う
。
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
斎
院
が
お
か
れ
、
皇
女
有
智
子
内
親
王
が
斎
王
に
な
っ
て
以
来
、
同
祭
に
奉
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
祭
に
先
だ
っ
て
、
斎
王
は
賀
茂
川
で
禊
を
行
い
、
祭
当
日
は
勅
使
お
よ
び
東
宮
、
中
宮
の
使
い
と
と
も
に
行
列
を
整
え
両
社
へ
参
向
し
た
。
そ
の
行
列
は
華
麗
を
極
め
、
多
く
の
見
物
人
が
集
ま
っ
た
。『
延
喜
式
』「
巻
第
六
神
祇
六
齋
院
司
」
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
な
お
、『
大
鏡
』
に
は
「
賀
茂
の
ま
つ
り
」
と
あ
り
、
本
集
で
も
「
の
」
を
補
読
し
て
「
か
も
の
ま
つ
り
」
と
よ
む
。
（
い
ち
で
う
）
お
ほ
ぢ
●
９
一
条
の
大
路
平
安
京
の
最
北
端
を
東
西
に
走
る
大
路
。『
延
喜
左
右
京
職
式
』
の
京
程
に
は
、
北
極
大
路
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
道
幅
に
つ
い
て
は
「
広
十
丈
」
と
あ
る
が
、
同
じ
京
程
に
「
羅
城
外
二
丈
」
の
記
載
も
あ
り
、『
拾
芥
抄
』
で
は
十
二
丈
と
し
て
い
る
。
明
確
な
結
論
を
み
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
平
安
京
の
京
域
を
画
す
る
大
路
で
あ
る
。
一
丈
は
、
約
三
・
三
メ
ー
ト
ル
。
賀
茂
祭
当
日
は
、
内
裏
か
ら
一
条
大
路
を
東
に
向
か
う
勅
使
一
行
と
、
紫
野
院
か
ら
南
に
向
か
う
斎
院
一
行
が
一
条
大
宮
で
合
流
し
（
路
頭
の
儀
）、
賀
茂
御
祖
神
社
に
向
か
い
、
賀
茂
別
雷
神
社
を
経
由
し
て
、
翌
日
紫
野
院
に
帰
院
し
た
。『
源
氏
物
語
』
葵
巻
に
み
え
る
賀
茂
祭
の
斎
院
の
御
禊
に
際
し
て
は
、
勅
使
の
一
人
と
し
て
若
き
光
源
氏
が
供
奉
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
条
大
路
の
見
物
人
が
大
変
な
数
に
の
ぼ
っ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
栄
花
物
語
』
巻
第
十
三
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
賀
茂
祭
の
時
に
は
、
祭
礼
を
見
物
す
る
た
め
に
多
数
の
桟
敷
が
貴
族
た
ち
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
て
い
た
。
賀
茂
祭
が
賑
わ
い
を
見
せ
た
平
安
中
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
桟
敷
の
設
営
地
は
、
次
第
に
一
条
大
宮
・
一
条
烏
丸
・
一
条
東
洞
院
に
固
定
化
さ
れ
た
。
図
示
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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）
●
９
そ
こ
ら
数
や
分
量
の
多
い
さ
ま
。
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
。『
平
安
女
流
文
学
の
こ
と
ば
』（
Ｐ
２１５
・
木
之
下
正
雄
・
至
文
堂
・
一
九
六
八
年
）
に
は
、「
そ
こ
ら
」
は
、
女
流
文
学
用
語
で
、
中
世
で
は
、
こ
の
語
は
古
典
的
な
感
じ
の
こ
と
ば
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
、
副
詞
と
し
て
動
詞
を
修
飾
す
る
の
が
本
来
の
用
法
と
し
、
話
し
手
か
ら
遠
い
第
三
者
に
関
わ
る
動
詞
を
修
飾
す
る
と
さ
れ
る
。
大
斎
院
は
人
々
か
ら
離
れ
た
場
所
に
い
る
の
で
あ
る
。
ほ
と
け
な
ち
か
（
た
ま
ひ
）
●
１０
さ
な
が
ら
と
も
に
仏
に
成
ら
ん
。」
と
誓
は
せ
給
け
る
こ
そ
、
『
法
華
経
』
化
城
喩
品
第
七
に
「
願
以
此
功
徳
普
及
於
一
切
我
等
与
衆
生
皆
共
成
仏
道
（
願
は
く
は
此
の
功
徳
を
以
て
普
く
一
切
に
及
ぼ
し
我
等
と
衆
生
と
皆
共
に
仏
道
を
成
ぜ
ん
）」
と
あ
る
。
こ
の
偈
は
勤
行
の
最
後
に
唱
え
る
廻
向
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
賀
茂
祭
の
当
日
、
選
子
が
こ
の
偈
文
を
も
っ
て
誓
っ
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
岡
崎
知
子
氏
の
『
平
安
朝
女
流
作
家
の
研
究
』（
前
掲
書
：
五
オ
６
「
阿
弥
陀
仏
」
の
項
）「
大
斎
院
選
子
に
お
け
る
神
と
仏
」
に
詳
し
い
。
【
五
丁
ウ
】
【
ほ
】
●
１
な
を
あ
さ
ま
し
く
。
本
集
に
は
、「
な
ほ
」
と
い
う
正
用
の
例
は
な
い
。
十
五
例
す
べ
て
「
な
を
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。「
あ
さ
ま
し
く
」
の
下
を
読
点
に
す
る
考
え
方
も
あ
る
が
、『
大
鏡
』「
あ
さ
ま
し
く
侍
れ
。」
の
例
、
本
集
五
三
丁
ウ
９
「
い
と


く
ち
を
し
く
。」
の
例
も
あ
り
、
「
あ
さ
ま
し
く
」
の
下
は
、
句
点
で
文
が
切
れ
る
と
み
る
。「
あ
さ
ま
し
」
は
、
現
代
で
は
悪
い
意
味
だ
け
で
使
わ
れ
る
が
、
も
と
も
と
は
意
外
な
こ
と
に
驚
い
た
り
あ
き
れ
た
り
す
る
意
が
原
義
。
よ
い
場
合
に
も
悪
い
場
合
に
も
用
い
た
。
本
集
で
は
二
十
五
例
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
仏
の
功
徳
に
関
す
る
場
合
は
す
べ
て
、
感
動
す
る
な
ど
、
よ
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
大
斎
院
の
誓
願
に
編
著
者
は
感
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
●
１
さ
て
、
「
さ
て
」
は
、『
大
鏡
』
の
該
当
部
分
が
「
さ
り
と
て
又
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
逆
接
に
と
る
。
前
文
の
仏
を
信
仰
し
て
後
世
の
安
楽
を
願
う
こ
と
に
対
し
て
言
う
。
本
集
に
は
、
「
さ
て
（
さ
て
も
）
」
は
三
十
三
例
あ
る
。
大
半
は
順
接
の
意
味
だ
が
、
順
接
・
逆
接
い
ず
れ
の
解
釈
も
可
能
な
用
例
が
あ
る
。
確
実
に
逆
接
の
意
味
を
持
つ
用
例
は
、「
か
は
ら
む
と
お
も
ふ
い
の
ち
は
を
し
か
ら
で
さ
て
も
わ
か
れ
む
ほ
ど
ぞ
か
な
し
き
」（
十
七
オ
１
）
で
あ
る
。
な
お
、
本
話
の
文
末
部
分
「
こ
の
世
は
め
で
た
く
心
に
く
ゝ
い
ふ
に
て
過
ぎ
さ
せ
給
へ
る
に
、
後
の
世
い
か
ゞ
と
思
ひ
ま
い
ら
せ
し
に
」（
十
一
オ
２
・
３
）
は
、
こ
の
部
分
と
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
末
尾
の
「
に
」
は
、
第
一
話
後
半
部
の
類
話
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
対
応
本
文
「
思
ヒ
ケ
ル
ニ
」
か
ら
考
え
て
も
逆
接
で
あ
ろ
う
。
ゑ
い
ぐ
わ
●
２
御
栄
華
本
集
で
は
、
本
例
の
み
。『
大
鏡
』
に
は
「
御
栄
花
」
と
あ
る
。『
色
葉
字
類
抄
』
前
田
本
（
三
巻
本
）
に
は
、「
榮
華
同
〔
人
事
部
〕
ヱ
イ
ク
ワ
」（
下
巻
八
九
オ
７
）
と
あ
る
。「
ゑ
」
は
、
当
時
の
字
音
仮
名
遣
い
で
は
一
般
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
●
２
と
ゝ
の
へ
さ
せ
た
ま
は
ぬ
か
は
。
「
と
と
の
ふ
」
は
、「
欠
け
る
こ
と
な
く
す
べ
て
備
わ
る
」
の
意
。
一
般
に
四
段
・
下
二
段
活
用
が
あ
る
が
、
本
集
で
は
こ
の
下
二
段
用
例
一
例
の
み
。『
岩
波
文
』
で
は
、「
と
ゝ
の
へ
」の
下
に
挿
入
記
号
を
入
れ
る
が
、『
総
索
引
』
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
筆
の
か
す
れ
と
見
る
。
お
そ
ら
く
は
、
筆
の
重
み
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
か
は
」
は
反
語
。
（
ご
け
い
）
●
２
御
禊
賀
茂
祭
の
前
の
午
の
日
か
未
の
日
に
行
わ
れ
た
。「
禊
」
と
は
、
主
に
神
道
で
、
自
分
自
身
の
身
に
穢
れ
の
あ
る
と
き
や
、
重
大
な
神
事
な
ど
に
従
う
前
、
ま
た
そ
の
最
中
に
自
分
自
身
の
身
を
清
水
、
滝
、
河
川
や
海
水
で
洗
い
浄
め
る
こ
と
を
言
う
。
天
皇
・
斎
宮
・
斎
院
が
神
事
の
前
に
、
賀
茂
川
や
桂
川
な
ど
で
行
っ
た
禊
ぎ
を
「
御
禊
」
と
よ
ん
で
、
敬
意
を
表
し
た
。
本
用
例
の
「
禊
」
の
字
体
は
、
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』（『
天
治
本
新
撰
字
鏡
（
増
訂
版
）
附
享
和
本
・
群
書
類
従
本
』）
に
み
え
る
。
本
集
で
は
、
他
に
五
丁
ウ
６
に
一
例
あ
る
が
、
字
体
は
「

」
で
あ
る
。
（
一
二
）
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本
集
〔
五
ウ
２
〕
本
集
〔
五
ウ
６
〕
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
（
さ
ん
が
に
ち
）
（
さ
ほ
ふ
）
●
３
三
日
の
作
法
、
『
大
鏡
』
に
は
、「
三
日
」
は
「
三
箇
日
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
も
「
さ
ん
が
に
ち
」
と
よ
む
。「
作
法
」
の
「
法
」
は
、
入
声
。
呉
音
「
ホ
フ
」・
漢
音
「
ハ
フ
」
で
、
古
く
は
発
音
に
よ
っ
て
意
味
が
異
な
っ
て
い
た
。
混
同
し
始
め
た
中
世
末
期
の
『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
』（
一
六
〇
三
―
〇
四
）
に
は
、
両
者
の
違
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
ハ
フ
」
は
「
ひ
ろ
が
る
（
開
音
）」
で
、
法
則
・
規
定
・
命
令
や
、
主
人
が
家
来
の
た
め
に
設
け
た
規
約
を
意
味
す
る
場
合
に
使
用
さ
れ
る
と
し
、「
礼
法
」
な
ど
の
例
を
挙
げ
る
。
一
方
、「
ホ
フ
」
は
「
す
ば
る
（
合
音
）」
で
、
仏
法
上
の
教
法
や
教
義
を
意
味
す
る
場
合
に
使
用
さ
れ
る
と
し
、「
妙
法
蓮
華
経
」
な
ど
の
例
を
挙
げ
る
。「
三
日
の
作
法
」は
、
仏
法
上
の
教
法
で
は
な
い
が
、
広
く
宗
教
上
の
き
ま
り
と
み
て
、「
さ
ほ
ふ
」
と
よ
む
。
な
お
、
本
集
の
「
法
」
の
仮
名
書
き
用
例
は
、「
ほ
う
し
」（
四
一
ウ
４
）・「
そ
の
ほ
う
を
な
ら
ひ
て
」（
二
〇
ウ
９
）
な
ど
十
一
例
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
ほ
う
」
で
あ
る
。
た
い
し
令
制
で
は
、
国
家
の
祭
祀
を
禊
の
期
間
に
よ
り
、
大
祀
・
中
祀
・
小
祀
に
分
け
て
い
る
。
「
大
祀
」
は
天
皇
即
位
時
の
大
嘗
祭
だ
け
で
、
一
ヵ
月
の
斎
戒
を
伴
っ
て
い
た
。「
中
祀
」
は
賀
茂
祭
な
ど
で
、
当
日
を
含
む
三
日
間
の
斎
戒
が
あ
っ
た
。「
小
祀
」
は
、
鎮
花
・
神
み
ち
あ
え
あ
い
な
め
衣
・
三
枝
・
大
忌
・
風
神
・
道
饗
・
鎮
火
・
相
嘗
・
鎮
魂
の
諸
祭
で
、
当
日
だ
け
の
斎
戒
で
あ
っ
た
。
な
か
の
う
ま
の
ひ
「
三
日
の
作
法
」
と
は
、
四
月
中
午
日
（
不
都
合
な
場
合
は
未
の
日
）
の
斎
院
の
御
禊
、
な
か
の
さ
る
の
ひ
な
か
の
と
り
の
ひ
中
申
日
の
賀
茂
下
上
両
社
に
よ
る
国
祭
、
中
酉
日
の
本
祭
を
指
す
。
当
日
は
、
宮
中
の
儀
、
路
頭
の
儀
、
両
社
で
の
神
事
で
あ
る
社
頭
の
儀
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、『
公
事
根
源
』「
七
十
七
関
白
賀
茂
詣
」
に
は
「
天
禄
二
年
九
月
廿
六
日
摂
政
右
大
臣
謙
徳
公
か
も
詣
之
事
有
是
摂
関
の
人
か
も
ま
う
て
の
始
な
る
へ
き
そ
こ
の
こ
と
は
か
な
ら
す
か
も
祭
の
ま
へ
の
日
あ
る
事
な
り
」
と
あ
り
、
中
申
日
の
国
祭
に
は
天
禄
の
頃
か
ら
、
摂
政
・
関
白
が
両
社
へ
詣
る
「
摂
関
賀
茂
詣
」
が
恒
例
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ぐ
る
ま
●
３
出
だ
し
車
行
幸
・
諸
儀
式
・
賀
茂
祭
な
ど
に
女
官
・
女
房
た
ち
の
乗
る
牛
車
で
、
車
の
簾
の
下
に
衣
の
裾
な
ど
を
押
し
出
し
て
乗
っ
て
い
る
の
を
い
う
。
●
３
め
で
た
き
は
。
「
め
で
た
き
は
。」
と
と
る
。『
岩
波
文
』『
全
書
』
以
外
は
、「
め
で
た
さ
は
」
と
す
る
が
、
字
形
を
検
討
の
上
、「
き
」
と
判
読
す
る
。
ま
た
、
参
照
テ
キ
ス
ト
す
べ
て
「
は
」
の
下
を
読
点
と
す
る
が
、「
は
」
の
下
を
句
点
と
し
て
、
こ
こ
で
文
を
切
る
。「
め
で
た
し
」
は
、
対
象
を
社
会
的
に
公
認
さ
れ
た
価
値
の
あ
る
結
構
な
も
の
、
あ
り
が
た
い
立
派
な
も
の
と
し
て
崇
め
、
慶
賀
し
、
賞
賛
す
る
気
持
を
い
う
。
神
仏
に
関
わ
る
も
の
に
用
い
ら
れ
る
例
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、「
大
斎
院
」
の
賀
茂
祭
の
神
事
に
関
わ
る
出
来
事
・
事
柄
が
賞
賛
す
べ
き
さ
ま
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
本
集
で
は
、
本
用
例
以
外
に
三
十
六
例
あ
る
。
第
一
話
に
は
、
本
例
を
入
れ
て
六
例
、
い
ず
れ
も
、
大
斎
院
に
関
す
る
事
柄
を
褒
め
讃
え
て
い
る
。
→
補
説
１
い
ふ
【
う
】
●
４
優
に
正
用
は
「
い
う
」
で
あ
る
。
本
集
に
は
本
例
を
含
め
て
五
例
あ
る
が
、
す
べ
て
「
い
ふ
」
の
表
記
で
あ
る
。
意
味
は
、
め
で
た
く
足
り
整
っ
て
い
て
、
す
ぐ
れ
て
い
る
さ
ま
。
平
安
時
代
の
理
想
的
な
性
格
を
示
す
。「
い
ふ
に
」
と
次
の
「
ら
う
ら
う
し
」
は
並
列
の
関
係
と
見
る
。
（
ら
う
）
●
４
ら
う


し
く
木
之
下
正
雄
氏
は
「
清
音
に
も
濁
音
に
も
読
ま
れ
る
が
、
畳
語
形
容
詞
な
の
で
、
清
音
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
（『
平
安
女
流
文
学
の
こ
と
ば
』
Ｐ
７２
）。『
古
典
基
礎
語
辞
典
』（
大
野
晋
・
角
川
学
芸
出
版
・
二
〇
一
一
年
）
は
、「
労
労
じ
」
と
と
り
、「『
労
』
に
は
、
功
労
や
熟
練
、
ま
た
、
経
験
を
重
ね
た
人
に
見
え
る
行
き
届
い
た
心
遣
い
の
意
味
が
椎葉・安倍・川浪・中村・福田・山口・『古本説話集 全注釈』大齋院事（第一）
其の一（五丁オ１～六丁オ７）
―３９０―
（
一
三
）
あ
る
こ
と
か
ら
、
ラ
ウ
ラ
ウ
ジ
は
、
す
る
こ
と
に
心
が
行
き
届
い
て
い
る
さ
ま
。
気
が
利
い
て
含
蓄
の
あ
る
さ
ま
に
物
事
を
こ
な
し
て
い
く
、よ
く
で
き
た
練
れ
た
感
じ
を
い
う
。」
と
す
る
。
大
斎
院
の
心
様
・
有
様
を
総
括
的
に
讃
美
し
て
い
る
表
現
で
あ
る
。
本
集
で
は
こ
の
一
例
の
み
。
（
う
ぢ
ど
の
）
●
５
宇
治
殿
（
九
九
二
〜
一
〇
七
四
）
藤
原
頼
通
の
こ
と
。
道
長
の
第
一
男
。
後
一
条
・
後
朱
雀
・
後
冷
泉
の
三
朝
に
わ
た
り
摂
政
・
関
白
と
な
り
、
父
道
長
と
と
も
に
藤
原
氏
全
盛
時
代
を
築
い
た
。
天
喜
元
年
（
一
〇
五
三
）
宇
治
平
等
院
鳳
凰
堂
を
建
立
、「
宇
治
殿
」
と
呼
ば
れ
た
。
本
集
に
は
、
本
話
の
み
に
登
場
。
（
ひ
や
う
ゑ
の
す
け
）
●
５
兵
衛
佐
左
・
右
兵
衛
府
の
次
官
。「
兵
衛
府
」
は
、
令
制
で
、
宮
城
の
警
衛
や
巡
検
、
内
裏
外
側
の
諸
門
の
警
備
、
行
幸
の
警
護
な
ど
を
任
務
と
す
る
左
右
の
二
府
で
構
成
さ
れ
た
官
司
。
官
位
は
、
延
喜
式
制
に
よ
れ
ば
、
五
位
に
相
当
す
る
。
（
ご
）
ぜ
む
●
６
御
前
「
御
前
駆
」
の
略
。
貴
人
の
前
駆
。
行
列
の
威
儀
を
整
え
る
た
め
、
馬
に
乗
っ
て
先
導
す
る
も
の
を
い
う
。
→
補
説
２
お
【
を
】
さ
な
●
６
い
と
幼
く
お
は
し
ま
せ
ば
、
主
語
は
「
宇
治
殿
」。「（
河
原
よ
り
）
出
で
さ
せ
た
ま
ひ
」
に
か
か
る
。「
を
さ
な
し
」
が
正
用
。
本
集
に
は
、
本
用
例
以
外
に
も
三
例
出
現
す
る
。「
を
さ
な
く
」（
六
オ
８
）・「
を
さ
な
か
り
」（
二
六
ウ
１０
）・「
お
さ
な
く
」（
一
一
四
オ
２
）
の
ご
と
く
で
あ
る
。『
大
鏡
』
の
こ
の
部
分
は
、「
お
さ
な
く
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
お
」
と
「
を
」
の
混
用
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
大
野
晋
氏
は
、「
仮
名
遣
の
起
源
に
つ
い
て
」（
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
編
・『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
五
〇
年
十
二
月
号
）
の
中
で
、
「
お
」
と
「
を
」
の
使
い
分
け
の
基
準
が
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
の
時
期
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
平
声
（
低
く
平
ら
な
発
音
）
の
音
節
と
上
声
（
高
く
平
ら
な
発
音
）
の
音
節
と
の
違
い
を
書
き
分
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
書
き
分
け
は
定
家
以
前
の
古
辞
書
『
色
葉
字
類
抄
』
な
ど
に
す
で
に
見
出
さ
れ
、
定
家
は
こ
の
基
準
を
こ
れ
ら
の
文
献
か
ら
得
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
自
筆
本
に
そ
の
仮
名
遣
い
を
実
際
に
使
用
し
て
い
る
こ
と
、
鎌
倉
時
代
中
期
以
降
に
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
歴
史
的
変
化
の
結
果
、
こ
の
書
き
分
け
が
乱
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
な
ど
を
解
明
さ
れ
て
い
る
。
→
補
説
３
れ
い
（
ほ
ん
ゐ
ん
）
か
へ
（
た
ま
ひ
）
（
び
と
）
（
ろ
く
）
●
７
例
は
本
院
に
帰
ら
せ
給
て
人


に
禄
な
ど
た
ま
は
す
る
を
、
本
集
の
「
例
は
」
の
用
例
は
こ
こ
一
例
の
み
。
他
は
「
れ
い
な
ら
ず
」「
れ
い
な
ら
で
」「
れ
い
の
」「
れ
い
さ
ま
に
」
と
あ
る
。「
本
院
」
は
、
斎
院
の
御
所
の
こ
と
。
紫
野
（
上
京
区
）
の
有
栖
川
の
傍
ら
に
あ
る
。
こ
の
日
、
本
院
で
は
祝
儀
を
用
意
し
、
饗
宴
を
設
け
た
。『
江
家
次
第
』
巻
六
に
詳
し
い
。「
例
は
本
院
に
帰
ら
せ
給
て
人


に
禄
な
ど
た
ま
は
す
る
を
」
は
挿
入
句
で
「
大
斎
院
」
に
つ
い
て
言
っ
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
（
ろ
く
）
●
８
禄
「
禄
」
は
今
で
い
う
給
料
、
俸
給
。
朝
廷
の
官
人
す
べ
て
が
朝
廷
か
ら
賜
る
生
活
費
。
こ
う
し
た
給
与
と
は
別
に
、
私
的
で
臨
時
の
褒
美
や
祝
儀
を
意
味
す
る
用
例
も
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
後
者
の
例
で
あ
ろ
う
。
ま
う
●
１０
御
心
設
け
心
の
準
備
・
心
づ
も
り
・
心
支
度
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
大
斎
院
の
、
宇
治
殿
に
対
す
る
禄
の
準
備
を
指
す
。
（
お
ま
へ
）
●
１０
御
前
神
仏
や
貴
人
の
前
を
敬
っ
て
い
う
。
本
集
に
は
、
本
例
を
入
れ
て
二
十
二
例
あ
る
。「
御
前
」
十
例
、「
御
ま
へ
」
十
一
例
、「
お
ま
へ
」
一
例
で
あ
る
。
め
（
あ
り
）
（
あ
り
）
●
１０
召
し
有
て
、
「
有
」
は
敬
意
を
含
む
名
詞
を
受
け
て
、
敬
意
の
度
の
高
い
尊
敬
表
現
と
な
る
。
お
〜
に
な
る
。
お
〜
あ
そ
ば
す
。
お
〜
な
さ
る
。
山
田
孝
雄
氏
は
、『
平
家
物
語
の
語
法
上
』（
Ｐ
９５１
・
宝
文
館
・
一
九
五
四
年
）
の
中
で
「『
ア
リ
』
は
或
は
本
来
の
存
在
の
意
義
を
以
て
、
或
は
、
汎
く
動
詞
の
叙
述
の
力
の
み
を
代
表
し
て
、
そ
の
上
に
来
る
と
こ
ろ
の
名
詞
と
相
保
合
し
て
一
種
の
敬
語
と
な
す
こ
と
あ
り
。『
ア
リ
』
の
用
法
を
案
ず
る
に
そ
の
上
に
来
る
べ
き
語
が
、
特
に
尊
敬
の
意
を
表
は
す
も
の
に
あ
ら
ざ
る
も
の
な
る
場
合
と
、
尊
敬
の
意
を
あ
ら
は
せ
る
意
の
も
の
な
る
場
合
と
あ
り
。
而
、
そ
の
『
ア
リ
』
の
上
に
来
る
べ
き
語
は
名
詞
な
る
あ
り
。
動
詞
の
連
用
形
を
仮
に
体
言
と
し
た
る
あ
り
。
動
作
作
用
の
意
あ
る
漢
語
な
る
あ
り
と
す
。」
と
す
る
。
【
６
丁
オ
】
た
い
め
む
●
１
御
対
面
き
ち
ん
と
顔
と
顔
を
向
か
い
合
わ
せ
て
会
う
こ
と
。
→
補
説
２
こ
う
ち
き
か
さ
ね
う
ち
き
か
ら
ぎ
ぬ
●
２
御
小
袿
重
袿
の
上
に
唐
衣
を
着
て
裳
を
つ
け
る
女
房
装
束
の
正
装
に
次
ぐ
礼
装
。
（
一
四
）
純 心 人 文 研 究 第２３号 ２０１７
―３８９―
『
類
聚
名
義
抄
観
智
院
本
』（
法
中
七
十
四
オ
七
行
）（
同
七
十
六
オ
三
行
）
『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
』（
三
三
九
頁
一
行
）
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
３３
・
八
木
書
店
・
一
九
七
六
年
）
（
勉
誠
社
・
一
九
七
六
年
）
う
わ
ぎ
唐
衣
の
代
わ
り
に
着
用
し
た
。
中
宮
や
女
御
な
ど
、
高
位
の
婦
人
が
常
用
と
し
た
上
衣
で
、
か
ず
け
も
の
様
々
の
行
事
・
儀
式
の
折
に
下
賜
さ
れ
る
禄
の
物
、
被
物
に
も
多
く
用
い
ら
れ
た
。『
総
索
引
』
に
お
い
て
山
内
洋
一
郎
氏
は
、「
ウ
チ
キ
」
の
清
音
の
決
め
手
に
、『
図
書
寮
本
マ
マ
類
聚
名
義
抄
』
「
宇
知
岐
（
平
上
平
）
」
を
も
っ
て
す
る
。
万
葉
仮
名
「
岐
」
は
甲
類
「
キ
」
「
ギ
」
に
あ
て
ら
れ
る
が
、『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
』
に
は
「
宇
●
●
知
●
岐
」（
平
上
上
）
と
あ
り
、
清
音
と
考
え
ら
れ
る
。
『
五
本
対
照
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
一
ア
―
カ
』（
草
川
昇
編
・
汲
古
書
院
・
二
〇
〇
〇
年
）
（
観
智
院
本
）
（
蓮
成
院
本
）
（
高
山
寺
本
）
（
西
念
寺
本
）
（
図
書
寮
本
）
（
た
ま
ひ
）
●
２
か
づ
け
た
て
ま
つ
ら
せ
給
け
る
。
「
か
づ
く
」
は
、
貴
人
が
褒
美
と
し
て
衣
服
・
布
な
ど
を
授
け
、
相
手
の
左
肩
に
掛
け
る
こ
と
。『
古
今
和
歌
集
』
声
点
本
で
は
「
カ
ヅ
ク
」。
中
世
末
期
『
日
葡
辞
書
』
に
、「Catçugui,g
u
,uida
カ
ツ
ギ
,
グ
,
イ
ダ
…
略
…
本
来
の
正
し
い
語
は
、Cazzuqi,q
u
（
被
き
、
く
）
で
あ
る
。」
と
あ
る
よ
う
に
「
カ
ヅ
ク
」
が
規
範
的
な
語
形
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
に
ふ
だ
う
ど
の
）
●
２
入
道
殿
（
九
六
六
〜
一
〇
二
七
）
藤
原
道
長
の
こ
と
。
父
は
兼
家
、
母
は
時
姫
。
兄
道
隆
・
道
兼
の
死
後
、
内
覧
・
氏
長
者
・
右
大
臣
と
な
る
。
道
隆
の
子
伊
周
・
隆
家
を
失
脚
さ
せ
、
娘
彰
子
・
妍
子
・
威
子
を
入
内
さ
せ
て
三
代
の
外
戚
と
な
る
。
長
和
五
年
（
一
〇
一
五
）
摂
政
と
な
っ
た
。
翌
年
、
摂
政
を
第
一
男
頼
通
に
譲
っ
て
太
政
大
臣
と
な
り
、
父
子
並
ん
で
政
権
を
独
占
、
藤
原
氏
の
全
盛
時
代
を
出
現
さ
せ
た
。
寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
出
家
、
法
成
寺
を
建
立
。
関
白
に
な
っ
た
事
実
は
な
い
が
、
御
堂
関
白
と
称
さ
れ
、
日
記
を
『
御
堂
関
白
記
』
と
い
う
。
自
筆
原
本
が
現
存
し
、
ユ
ネ
ス
コ
の
「
世
界
の
記
憶
」
と
な
っ
て
い
る
。
本
集
に
は
、
第
五
・
四
十
三
・
五
十
・
七
十
話
に
も
登
場
。
●
３
い
と
を
か
し
く
も
し
給
へ
る
か
な
。
「
を
か
し
く
も
」
は
「
風
情
深
く
も
」
の
意
。
道
長
の
評
言
。
大
斎
院
が
、
自
分
の
身
に
つ
け
た
小
袿
を
「
か
づ
け
」
さ
せ
た
臨
機
応
変
の
処
置
と
、
身
内
の
頼
通
が
幼
い
の
に
大
役
を
果
た
し
た
こ
と
に
対
す
る
、
身
内
ぼ
め
の
言
と
い
え
る
。
び
む
●
４
便
な
く
、
具
合
が
悪
い
さ
ま
。
多
く
、
不
都
合
で
困
る
こ
と
に
い
う
。
→
補
説
２
●
５
と
り
わ
き
給
へ
る
「
と
り
わ
く
」
の
「
と
り
」
は
接
頭
語
。
他
と
区
別
し
て
特
別
に
扱
う
。
格
別
に
す
る
。
（
も
の
）
●
６
え
せ
物
山
田
孝
雄
氏
の
『
平
安
朝
文
法
史
』（
Ｐ
４７４
・
宝
文
館
出
版
・
一
九
五
二
年
）
に
、
「『
え
せ
』
は
蓋
『
え
せ
ぬ
』
の
略
語
な
る
べ
く
、
も
と
は
正
し
き
も
の
に
な
り
え
ぬ
こ
と
を
い
ひ
た
り
と
お
も
は
る
。」
と
あ
る
よ
う
に
、「
心
さ
ま
」
の
問
題
と
み
な
す
。「
御
心
様
、
御
有
様
、
大
方
優
に
ら
う


し
く
を
は
し
ま
し
た
る
ぞ
か
し
（
五
ウ
４
）。」
に
対
応
す
る
用
語
で
あ
る
。
と
の
●
６
と
ぞ
、
殿
は
申
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
。
『
大
鏡
』
に
は
「
殿
は
」
の
二
字
な
し
。
本
集
は
「
殿
は
」
と
改
め
て
会
話
の
主
語
を
入
れ
て
お
り
、
会
話
引
用
の
古
い
形
を
表
す
。
「
申
さ
」「
せ
た
ま
ひ
」
と
、
敬
意
の
方
向
の
異
な
る
二
つ
の
敬
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
集
で
は
「
申
す
」
の
謙
譲
用
法
は
保
た
れ
て
い
る
も
の
と
み
て
、
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
口
語
訳
に
反
映
さ
せ
た
。
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五
）
補
説
１
五
丁
ウ
３
〜
５
「
め
で
た
き
は
〜
を
は
し
ま
し
た
る
ぞ
か
し
」
の
解
釈
に
つ
い
て
『
岩
波
文
』『
全
書
』
は
「
め
で
た
き
は
」
と
す
る
が
、『
総
索
引
』
に
お
い
て
「
き
」
と
も
よ
め
る
と
注
記
し
た
上
で
「
め
で
た
さ
は
」
と
し
て
以
来
、『
全
註
解
』『
新
大
系
』『
全
訳
注
』
す
べ
て
「
め
で
た
さ
は
」
と
す
る
。
本
集
の
仮
名
字
体
に
つ
い
て
は
、
山
内
洋
一
郎
氏
に
「
草
体
仮
名
の
織
り
成
す
美
と
実
と
―
―
古
本
説
話
集
四
筆
の
交
響
―
―
」（『
国
語
語
彙
史
の
研
究
三
十
二
』
和
泉
書
院
・
二
〇
一
二
年
所
収
）
以
下
の
論
考
が
あ
る
。
こ
の
部
分
を
「
め
で
た
さ
は
」
と
よ
み
、「
は
」
を
名
詞
を
受
け
て
主
題
提
示
の
機
能
を
持
つ
も
の
と
す
れ
ば
、
文
末
は
「
を
は
し
ま
し
た
る
ぞ
か
し
」
と
な
り
、
順
当
な
文
の
流
れ
に
な
ら
な
い
。
注
釈
書
類
の
口
語
訳
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、「
す
ば
ら
し
い
様
子
（
か
ら
考
え
る
と
）
お
気
立
て
や
振
舞
い
が
全
般
に
優
雅
で
洗
練
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
で
あ
っ
た
」
（『
全
訳
注
』
口
語
訳
）
の
ご
と
く
、
な
に
が
し
か
の
語
句
を
補
わ
な
け
れ
ば
文
の
筋
を
通
す
こ
と
が
で
き
な
い
。「
め
で
た
さ
は
〜
を
は
し
ま
し
た
る
ぞ
か
し
」
と
い
う
文
の
把
握
に
無
理
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
「
め
で
た
き
（
さ
）
は
」
を
「
を
は
し
ま
し
た
る
ぞ
か
し
」
と
結
ぶ
文
の
把
握
を
改
め
、
「
は
」
で
文
を
切
り
、「
御
心
さ
ま
、
御
有
さ
ま
、
お
ほ
方
い
ふ
に
ら
う


し
く
を
は
し
ま
し
た
る
ぞ
か
し
」
を
独
立
し
た
一
文
と
み
る
。
「
は
」
は
山
田
孝
雄
氏
以
来
、「
あ
る
特
定
の
対
象
を
明
瞭
に
他
の
対
象
と
区
別
し
て
設
定
し
、
そ
れ
が
『
陳
述
』（
判
定
統
一
の
作
用
）
を
要
求
す
る
助
詞
」（『
日
本
語
文
法
大
辞
典
』「
は
」
の
項
・
明
治
書
院
・
二
〇
〇
一
年
）
と
認
め
ら
れ
、
そ
の
性
格
は
、
奈
良
時
代
以
来
現
代
に
至
る
ま
で
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、「
め
で
た
き
（
さ
）
は
」
で
文
を
終
止
し
、「
は
」
を
詠
嘆
を
こ
め
た
終
助
詞
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。「
は
」
は
、『
日
本
語
文
法
大
辞
典
』
に
、
「
係
り
用
法
か
ら
転
じ
て
文
末
で
一
文
の
陳
述
を
強
め
る
。
連
体
形
に
つ
く
終
助
詞
と
も
認
め
ら
れ
る
」
と
あ
る
。
「
は
」
の
用
例
に
つ
い
て
、
『
総
索
引
』
巻
末
の
「
助
詞
・
助
動
詞
索
引
」
に
よ
れ
ば
、
「
体
言
＋
は
」
の
用
例
は
、
二
九
六
例
み
ら
れ
る
が
（
ち
な
み
に
、
問
題
の
「
め
で
た
さ
は
」
も
こ
の
項
に
入
る
）、「
形
容
詞
語
幹
＋
接
尾
辞
」
の
形
の
名
詞
に
「
は
」
の
付
く
例
は
本
例
の
み
で
あ
る
。「連
体
形
＋
は
」
の
形
は
二
十
一
例
あ
り
、
文
末
に
位
置
す
る
例
も
三
例
（
五
三
ウ
５
・
八
一
オ
６
・
一
三
二
オ
１
）
み
ら
れ
る
。
ま
た
「
形
容
詞
連
体
形
＋
は
」
の
形
は
、「
う
れ
し
き
は
い
か
ば
か
り
か
は
」（
五
三
ウ
３
）「
か
な
し
き
は
〜
あ
は
れ
な
り
け
り
」（
五
六
オ
５
）
な
ど
の
例
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
「
ぞ
か
し
」
の
本
集
用
例
は
四
例
で
あ
り
、
当
該
例
「
を
は
し
ま
し
た
る
ぞ
か
し
」
（
五
ウ
５
）
の
他
は
、「
〜
こ
と
ぞ
か
し
」（
五
三
オ
９
）・「
物
ぞ
か
し
」（
九
八
オ
８
）・「
申
給
し
ぞ
か
し
」（
五
三
ウ
２
）
で
あ
る
。「
ぞ
か
し
」
と
い
う
強
調
詠
嘆
の
意
の
連
接
助
詞
の
用
い
ら
れ
る
文
型
は
、
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
は
、
御
禊
・
三
日
の
作
法
・
出
だ
し
車
と
い
う
具
体
的
な
事
物
を
提
示
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
詠
嘆
的
に
述
べ
て
い
る
も
の
と
み
る
。
五
三
丁
ウ
３
の
例
の
よ
う
に
、「
い
か
ば
か
り
か
は
」
等
の
語
句
が
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
五
三
丁
ウ
５
・
八
一
丁
オ
６
・
一
三
二
丁
オ
１
の
例
の
よ
う
に
、
文
末
に
来
る
助
詞
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
以
上
を
勘
案
し
、
字
形
を
精
査
し
た
上
で
、
こ
の
部
分
は
「
め
で
た
き
は
。」
と
と
る
。
こ
の
部
分
の
文
の
流
れ
と
し
て
は
、
五
丁
オ
１
〜
８
「
今
は
昔
〜
人
申
伝
へ
た
り
。」
を
一
ま
と
ま
り
と
し
、
ま
ず
、
大
斎
院
の
一
般
的
な
伝
承
を
述
べ
る
。
次
に
、
五
丁
オ
９
〜
五
丁
ウ
１
「
賀
茂
祭
の
日
〜
あ
さ
ま
し
く
。」、
五
丁
ウ
１
〜
２
「
さ
て
〜
と
ゝ
の
へ
さ
せ
た
ま
は
ぬ
か
は
。」
と
、
詠
嘆
的
な
連
用
形
止
め
や
反
語
「
か
は
」
に
よ
っ
て
、
大
斎
院
の
後
世
を
願
う
信
仰
心
の
厚
さ
を
讃
え
た
上
で
、
現
世
で
の
栄
華
も
強
調
す
る
。
続
け
て
、
そ
の
具
体
（
一
六
）
純 心 人 文 研 究 第２３号 ２０１７
―３８７―
語色
葉
字
類
抄
類
聚
名
義
抄
前
田
本
黒
川
本
観
智
院
本
図
書
寮
本
三
巻
二
巻
三
巻
前
セ
ン
△
セ
ン
禾
是
ン
×
前
駈
セ
ン
ク
ウ
×
セ
ン
ク
ウ
×
×
前
妻
セ
ン
セ
イ
△
セ
ン
サ
イ
×
×
前
栽
セ
ン
サ
イ
△
セ
ン
サ
イ
×
×
前
途
セ
ン
ト
△
セ
ン
ト
×
×
最
前
サ
イ
セ
ン
△
サ
イ
セ
ン
×
×
車
前
草
※
△
シ
ャ
セ
ン
草
×
×
関
前
セ
キ
セ
ン
セ
キ
セ
ム
セ
キ
セ
ン
×
×
筑
前
チ
ク
セ
ン
△
チ
ク
セ
ン
×
×
肥
前
ヒ
セ
ン
△
△
×
×
備
前
ヒ
セ
ン
△
ヒ
セ
ン
×
×
豊
前
フ
セ
ム
フ
セ
ン
×
×
※
「
車
前
草
」
は
「
オ
（
ヲ
）
ホ
ハ
コ
」
と
読
ま
せ
て
、
オ
の
植
物
の
項
目
に
記
載
さ
れ
、
シ
の
項
目
に
は
な
い
。
前
田
本
（
三
巻
本
）
は
、
オ
の
項
目
が
欠
巻
で
あ
る
。
的
な
事
例
と
し
て
、「
御
禊
」「
三
日
の
作
法
」「
出
だ
し
車
」
を
提
示
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
賞
賛
す
る
気
持
ち
が
終
助
詞
「
は
」（
あ
る
い
は
文
末
に
「
い
か
ば
か
り
か
は
」
な
ど
の
省
略
を
考
え
る
）
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
短
文
を
た
た
み
か
け
る
よ
う
に
繋
ぎ
、
続
け
て
五
丁
ウ
４
・
５
「
御
心
様
、
御
有
様
〜
ぞ
か
し
」
で
、「
御
心
様
」
と
「
御
有
様
」
の
両
面
に
わ
た
る
大
斎
院
の
素
晴
ら
し
さ
を
「
ぞ
か
し
」
で
念
を
押
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
大
斎
院
を
称
揚
す
る
文
の
流
れ
と
し
て
、
き
わ
め
て
効
果
的
な
文
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、『
大
鏡
』
に
お
け
る
文
脈
と
は
異
な
り
、
さ
ら
に
大
斎
院
賛
美
の
気
持
ち
が
強
く
表
れ
て
い
る
表
現
と
み
る
。
補
説
２
字
音
語
に
お
け
る
韻
尾
の
表
記
１
五
丁
ウ
６
御
禊
の
御
ぜ
む
（
御
前
）
「
前
」
字
に
つ
い
て
、
本
集
の
表
記
事
例
は
以
下
の
十
五
例
で
あ
る
。
【
前
栽
】「
せ
む
ざ
い
」（
八
オ
４
）・「
前
栽
」（
一
七
ウ
６
）・「
前
栽
」（
二
五
ウ
６
）
【
一
前
】「
一
前
」（
一
二
七
ウ
４
）
【
大
姫
御
前
】「
お
お
ひ
め
御
前
」（
三
〇
ウ
６
）
【
越
前
】「
ゑ
ち
ぜ
む
の
か
み
」（
二
三
オ
６
）・「
ゑ
ち
ぜ
む
の
か
み
」（
三
〇
オ
６
）・
「
越
前
の
守
」（
三
〇
オ
８
）・「
ゑ
ち
ぜ
む
の
か
み
」（
五
三
ウ
１０
）
「
ゑ
ち
ぜ
ん
」（
八
二
オ
１０
）・「
越
前
」（
八
三
オ
１０
）・
「
ゑ
ち
ぜ
ん
の
國
」（
一
〇
四
ウ
１０
）
【
筑
前
】「
ち
く
ぜ
ん
の
く
に
」（
八
〇
ウ
２
）
【
前
司
】「
な
に
が
し
の
ぜ
む
じ
」（
四
一
ウ
５
）
【
御
前
】「
御
禊
の
御
ぜ
む
」（
五
ウ
６
）
全
十
五
例
中
、
仮
名
書
き
用
例
は
九
例
あ
る
。
内
訳
は
「
む
」
表
記
六
例
、「
ん
」
表
記
三
例
で
あ
る
。
本
集
の
仮
名
書
き
表
記
は
「
む
」
表
記
が
優
勢
で
あ
る
。
『
色
葉
字
類
抄
』
前
田
本
（
三
巻
本
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
音
表
記
の
あ
る
十
二
語
に
つ
い
て
、『
類
聚
名
義
抄
』
も
含
め
て
、
次
表
の
と
お
り
確
認
し
た
。
【
表
の
見
方
】
「
／（
斜
線
）」→
欠
巻
・
欠
落
「
×
」→
語
な
し
「
△
」→
音
読
み
な
し
セ
キ
セ
ム
フ
セ
ム
『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
、
前
田
本
（
二
巻
本
）
の
「
関
前
」「
豊
前
」
以
外
は
、「
前
」
字
を
す
べ
て
「
セ
ン
」
と
表
記
し
て
い
る
。『
類
聚
名
義
抄
』
観
智
院
本
に
は
、「
前
禾
是
ン
」
の
み
あ
り
、「
セ
ム
」
の
表
記
事
例
は
図
書
寮
本
も
含
め
て
な
し
。
ま
た
、『
韻
鏡
』（『
韻
鏡
新
釋
』

永
靜
哉
・
あ
そ
か
書
林
・
一
九
五
五
年
）
に
は
「
外
転
第
二
十
三
開
、
歯
音
、
濁
、
先
韻
」
（
/ien/
）
と
あ
り
、
「
前
」
は
「
セ
ン
」
と
表
記
す
る
の
が
正
し
い
。
辞
書
は
ほ
ぼ
正
し
く
「
ン
」
表
記
。
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（
一
七
）
語色
葉
字
類
抄
類
聚
名
義
抄
前
田
本
黒
川
本
観
智
院
本
図
書
寮
本
三
巻
二
巻
三
巻
面
×
×
×
禾
メ
ン
メ
ン
面
メ
ム


メ
ン


×
×
面
謁
メ
ン
エ
ツ
メ
ン
エ
ツ
×
×
面
覲
メ
ン
キ
ン
メ
ン
キ
ン
×
×
面
談
メ
ン
ダ
ン
メ
ン
タ
ン
×
×
面
展
メ
ン
テ
ン
メ
ン
テ
ン
×
×
面
拜
△
メ
ン
ハ
ン
×
×
面
縛
メ
ン
バ
ク
メ
ン
ハ
ク
×
△
面
目
△
メ
ン
ホ
ク
△
×
面
諛
×
メ
ン
ユ
×
×
飼
面
シ
メ
ン
△
シ
メ
ン
△
×
赭
面
シ
ャ
メ
ン
×
シ
ャ
メ
ン
×
×
對
面
×
タ
イ
メ
ン
×
×
南
面
×
ナ
ム
メ
ン
×
×
語
色
葉
字
類
抄
類
聚
名
義
抄
前
田
本
黒
川
本
観
智
院
本
図
書
寮
本
三
巻
二
巻
三
巻
便
ヒ
ン
ヒ
ム
ヒ
ン
禾
ベ
ン
ヒ
ム
×
便
宜
ヒ
ン
キ
△
ヒ
ン
キ
×
×
穏
便
ヲ
ン
ヒ
ム
オ
ン
ヒ
ン
×
×
不
便
フ
ヒ
ム
フ
ヒ
ン
×
×
便
脚
ヒ
ム
キ
ヤ
ク
×
×
２
六
丁
オ
１
御
た
い
め
む
（
対
面
）
「
面
」
字
に
つ
い
て
、
本
集
の
表
記
事
例
は
、
本
用
例
の
み
で
あ
る
。
前
項
「
前
」
と
同
様
の
方
法
で
確
認
す
る
と
、
十
四
語
の
記
載
を
見
出
す
。
【
表
の
見
方
】
「
／（
斜
線
）」→
欠
巻
・
欠
落
「
×
」→
語
な
し
「
△
」→
音
読
み
な
し
『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
、
前
田
本
（
二
巻
本
）
の
「
面
」
が
「
メ
ム
」
で
あ
る
以
外
、
「
面
」
字
は
す
べ
て
「
メ
ン
」
表
記
で
あ
る
。
な
お
、『
韻
鏡
』（
前
掲
書
）
に
は
、「
外
転
第
二
十
一
開
、
唇
音
、
清
濁
、
線
韻
」（
/iæn/
＾）。
平
水
韻
に
は
、（
/jen/
）。
古
辞
書
で
は
「
メ
ン
」
と
中
国
漢
字
音
に
よ
っ
て
い
る
。
日
本
漢
字
音
で
も
同
じ
。
３
六
丁
オ
４
び
む
な
く
（
便
）
①
韻
母
に
つ
い
て
（「
便
」
字
）
「
便
」
字
に
つ
い
て
、
本
集
の
表
記
事
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
ふ
び
（
不
便
）」（
九
〇
オ
４
）
「
ふ
び
む
（
不
便
）」（
九
三
オ
９
）
「
は
う
べ
ん
（
方
便
）」（
一
〇
四
ウ
３
）
本
集
で
は
、
零
表
記
・「
む
」
表
記
・「
ん
」
表
記
と
三
様
あ
る
。
前
二
項
「
前
」「
面
」
と
同
様
の
方
法
で
確
認
す
る
と
、
次
表
の
と
お
り
、
五
語
の
記
載
を
得
ら
れ
る
。
【
表
の
見
方
】
「
／
（
斜
線
）」→
欠
巻
・
欠
落
「
×
」→
語
な
し
「
△
」→
音
読
み
な
し
な
お
、『
韻
鏡
』（
前
掲
書
）
に
は
「
外
転
第
二
十
一
開
、
唇
音
、
濁
、
線
韻
」（
/iæn/
＾）
と
あ
る
。
（
一
八
）
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②
声
母
に
つ
い
て
（
ヒ
ム
・
ビ
ム
―
―
清
濁
の
問
題
―
―
）
「
便
」
字
を
『
韻
鏡
』
で
確
認
す
る
と
、「
並
母
」
で
あ
り
、
並
母
は
/b/
で
あ
る
。『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
、
す
べ
て
清
音
で
あ
る
が
、
声
点
は
な
い
。『
類
聚
名
義
抄
』
観
智
院
本
に
は
、「
便
禾
ベ
ン
ヒ
ム
」
と
あ
り
、「
ベ
ン
」
ま
た
は
「
ヒ
ム
（
た
だ
し
、
声
点
は
な
い
）」
と
読
む
。「
便
」
字
は
、
日
本
で
は
、
古
く
万
葉
仮
名
「
べ
甲
」
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
『
類
聚
名
義
抄
観
智
院
本
』（
佛
上
十
八
ウ
七
行
）
（
同
八
行
）
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
３２
・
八
木
書
店
・
一
九
七
六
年
）
『
類
聚
名
義
抄
』
の
反
切
上
字
「
婢
」
は
、『
韻
鏡
』（
前
掲
書
）
に
は
「
内
転
第
四
開
合
、
唇
音
、
濁
」
と
あ
り
、
中
国
で
は
濁
音
で
あ
る
。
日
本
で
は
、「
ビ
甲
」
の
万
葉
仮
名
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
奈
良
時
代
に
は
、「
婢
」
は
濁
音
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
中
国
で
は
隋
末
唐
初
に
か
け
て
、「
全
濁
音
の
無
声
化
」
と
い
う
音
韻
変
化
が
起
こ
り
、
こ
れ
が
「
漢
音
」
と
し
て
日
本
に
入
り
、
日
本
で
は
こ
れ
を
「
正
音
」
と
し
、
呉
音
系
統
の
も
の
は
「
和
音
」
と
さ
れ
た
。
呉
音
系
統
の
和
音
は
「
慣
用
音
」
と
し
て
残
っ
た
も
の
か
。
本
集
の
「
び
（
ひ
）
む
」
の
清
濁
は
不
明
。
仮
名
資
料
に
お
け
る
字
音
語
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
問
題
が
あ
る
こ
と
を
考
え
て
、
語
ご
と
に
、
中
国
の
『
韻
鏡
』
等
の
韻
書
、
お
よ
び
日
本
の
古
辞
書
類
を
参
看
し
、
本
集
の
用
例
を
検
し
て
、
最
終
的
に
『
古
本
説
話
集
』
に
お
け
る
実
態
を
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。
補
説
３
（
う
じ
ど
の
）
（
ひ
や
う
ゑ
の
す
け
）
（
ご
）
ぜ
む
五
丁
ウ
５
〜
７
「
宇
治
殿
の
、
兵
衛
佐
に
て
、
御
禊
の
御
前
せ
お
【
を
】
さ
な
さ
せ
た
ま
ひ
た
り
け
る
に
、
い
と
幼
く
お
は
し
ま
せ
ば
」
の
解
釈
に
つ
い
て
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
頼
通
が
兵
衛
佐
に
任
じ
ら
れ
た
と
い
う
記
録
は
見
ら
れ
な
い
し
、
賀
茂
斎
院
御
禊
の
前
駆
を
し
た
と
い
う
こ
と
も
、「
い
と
幼
く
」
と
は
何
歳
ぐ
ら
い
で
あ
る
か
も
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
、『
公
卿
補
任
』
や
『
御
堂
関
白
記
』
等
に
見
ら
れ
る
前
駆
の
記
事
を
「
道
長
」
の
子
息
を
中
心
に
検
討
す
る
と
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
『
御
堂
関
白
記
』（『
大
日
本
古
記
録
』
は
長
徳
四：
九
九
八
年
か
ら
、『
全
現
代
語
訳
・
講
談
社
学
術
文
庫
』
は
長
徳
元
：
九
九
五
年
か
ら
始
ま
る
）
の
本
格
的
な
記
述
は
、
寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
か
ら
に
な
っ
て
い
る
。
以
後
、
多
岐
に
わ
た
る
記
録
が
な
さ
れ
、
家
族
の
動
向
に
つ
い
て
も
詳
し
い
。
そ
の
中
か
ら
子
息
の
「
兵
衛
佐
」
な
い
し
は
「
兵
衛
権
佐
」
任
官
と
「
斎
院
御
禊
の
前
駆
」
の
役
割
と
の
関
係
に
つ
い
て
調
べ
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
●
寛
弘
三
年
（
一
〇
〇
六
）
四
月
十
一
日
に
頼
宗
（
道
長
二
男
明
子
腹
・
十
四
歳
正
五
位
下
右
兵
衛
佐
）
と
顕
信
（
道
長
三
男
明
子
腹
・
十
三
歳
左
兵
衛
佐
）
が
斎
院
御
禊
の
前
駆
を
し
て
い
る
。
●
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
四
月
十
六
日
に
顕
信
（
前
出
・
十
五
歳
）
と
能
信
（
道
長
四
男
明
子
腹
・
十
四
歳
）
が
斎
院
御
禊
の
前
駆
を
し
て
い
る
。
能
信
は
十
六
歳
で
「
右
兵
衛
権
佐
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
点
で
は
任
官
し
て
い
な
い
。
●
教
通
（
道
長
五
男
倫
子
腹
）
は
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
十
二
歳
で
右
兵
衛
佐
に
任
官
し
て
い
る
が
、
斎
院
御
禊
の
前
駆
の
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。
●
「
道
長
」
子
息
以
外
で
は
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
四
月
十
五
日
に
藤
原
実
経
（
十
四
歳
兵
衛
佐
）
が
、
寛
弘
九
年
（
長
和
元：
一
〇
一
二
）
四
月
二
十
一
日
に
藤
原
公
成
（
十
四
歳
右
兵
衛
佐
）
が
斎
院
御
禊
の
前
駆
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
駆
を
務
め
た
年
齢
に
関
し
て
は
先
に
拠
れ
ば
、
藤
原
氏
の
男
子
は
十
三
歳
（
一
例
）、
十
四
歳
（
四
例
）、
十
五
歳
（
一
例
）
と
な
る
。
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一
九
）
そ
こ
で
、
頼
通
（
道
長
一
男
）
の
場
合
を
考
え
て
み
る
と
、
頼
通
は
長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
に
十
二
歳
で
元
服
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
御
堂
関
白
記
』
に
は
こ
の
年
の
記
録
は
な
い
。
長
徳
五
年
（
長
保
元：
九
九
九
）
や
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
に
頼
通
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
こ
と
や
、
他
の
子
息
の
例
か
ら
こ
の
年
の
記
録
が
あ
れ
ば
、
頼
通
元
服
の
記
事
は
あ
っ
て
当
然
と
考
え
ら
れ
る
。
兵
衛
佐
任
官
に
つ
い
て
も
長
保
六
年
（
寛
弘
元：
一
〇
〇
四
）
以
降
の
こ
と
で
あ
れ
ば
そ
の
記
事
も
あ
っ
て
当
然
で
、
そ
れ
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
記
録
が
な
い
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）・
長
保
四
年
（
一
〇
〇
二
）・
長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
の
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
元
服
以
前
の
任
官
は
不
自
然
な
の
で
、
元
服
の
年
に
兵
衛
佐
任
官
と
斎
院
御
禊
の
前
駆
が
考
え
ら
れ
る
。「
道
長
」
の
子
息
は
倫
子
腹
と
明
子
腹
が
あ
る
が
、
倫
子
腹
の
頼
通
や
教
通
の
ほ
う
が
優
遇
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
教
通
は
十
一
歳
元
服
正
五
下
侍
従
禁
色
に
対
し
て
頼
通
は
十
二
歳
元
服
正
五
下
禁
色
侍
従
で
、
一
歳
の
年
齢
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
じ
扱
い
で
あ
る
。
ま
た
、
教
通
は
斎
院
御
禊
の
前
駆
は
し
て
い
な
い
が
、
十
二
歳
で
右
兵
衛
佐
に
な
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
頼
通
は
十
二
歳
元
服
の
年
に
兵
衛
佐
に
任
官
し
、
斎
院
御
禊
の
前
駆
を
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
次
に
、
十
二
歳
を
「
い
と
幼
く
」
と
す
る
点
に
つ
い
て
、
前
例
を
検
討
す
る
。
○
「
女
人
年
表
」（
本
多
伊
平
編
『
平
安
時
代
補
任
及
び
女
人
綜
覧
』
笠
間
索
引
叢
刊
１０１
・
一
九
九
二
年
所
収
）
に
「
貞
元
二
年
（
九
七
七
）
四
月
十
六
日
丙
午
賀
茂
斎
院
選
子
内
親
王
従
大
膳
職
禊
東
河
入
紫
野
院
今
日
凶
会
日
也
中
納
言
為
光
為
前
駈
〔
紀
略
〕」
と
あ
る
が
、
こ
の
時
、
「
中
納
言
為
光
」
は
三
十
六
歳
で
あ
る
。
○
『
公
卿
補
任
』
寛
和
三
年
（
永
延
元：
九
八
七
）「
従
三
位
藤
道
長
廿
二
」
の
項
に
「
永
観
二
二
一
右
兵
衛
権
佐
四
月
十
四
禁
色
此
日
為
斎
王
前
駈
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）「
道
長
」
十
九
歳
の
時
で
あ
る
。
こ
の
二
例
を
考
え
、
斎
院
御
禊
の
前
駆
の
役
は
年
齢
の
高
い
者
が
務
め
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
か
ら
考
え
る
と
、
十
二
歳
と
い
う
年
齢
は
「
い
と
幼
く
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
該
当
部
分
は
、
十
二
歳
で
元
服
し
た
頼
通
が
兵
衛
佐
に
任
官
し
、
斎
院
御
禊
の
前
駆
の
役
を
し
た
が
、
そ
の
役
を
や
る
に
は
若
す
ぎ
た
と
解
釈
で
き
る
。
も
し
、
こ
の
解
釈
が
成
立
す
る
な
ら
ば
、
頼
通
が
十
二
歳
元
服
の
年
（
長
保
五：
一
〇
〇
三
）
に
、
兵
衛
の
佐
に
任
官
し
賀
茂
斎
院
御
禊
の
前
駆
の
役
を
務
め
た
と
い
う
事
柄
は
、
本
集
の
み
が
伝
え
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、「
頼
通
の
兵
衛
佐
任
官
」と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、「
長
保
の
こ
ろ
の
こ
と
」（
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
大
鏡
』
第
三
師
輔
・
Ｐ
１３５
・
頭
注
一
二
・
石
川
徹
校
注
・
二
〇
〇
三
年
）、「
頼
通
が
右
近
少
将
に
任
ぜ
ら
れ
た
長
保
五
年
頃
の
話
と
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
年
頼
通
は
十
一
歳
で
あ
る
か
ら
「
い
と
お
さ
な
く
お
は
し
ま
せ
ば
」
と
い
う
の
と
合
致
す
る
」
（
大
系
本
『
大
鏡
』
Ｐ
４５６
・
第
三
巻
補
注
一
一
）
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
ま
た
、「
い
と
幼
く
お
は
し
ま
せ
ば
」
は
誰
の
こ
と
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
系
本
『
大
鏡
』
に
は
、「
い
ま
の
関
白
殿
」
と
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
「
道
長
」
と
す
る
説
（
傍
書
）
な
ど
も
あ
る
が
、
前
記
補
注
に
は
「
大
鏡
短
観
抄
以
下
諸
注
は
す
べ
て
、『
い
ま
の
関
白
殿
』
を
頼
通
」
と
し
て
い
る
。
一
方
、
本
集
で
は
「
宇
治
殿
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
頼
通
」
の
こ
と
に
な
る
。
大
斎
院
は
道
長
よ
り
二
歳
年
長
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
合
「
幼
い
」
の
は
当
然
「
頼
通
」
で
あ
る
。『
全
訳
注
』
の
口
語
訳
の
項
に
は
「
宇
治
殿
頼
通
公
が
ま
だ
兵
衛
佐
で
、御
禊
の
行
列
の
前
駆
を
な
さ
っ
た
時
の
こ
と
、大
斎
院
は
御
幼
少
だ
っ
た
の
で
」
（
Ｐ
５１
）
と
あ
り
、「
大
斎
院
」
が
「
御
幼
少
だ
っ
た
」
と
し
て
あ
る
。
し
か
し
、
語
釈
「
本
院
」
の
項
（
Ｐ
５３
）
で
は
、「
こ
の
話
で
は
頼
通
は
幼
い
の
で
本
院
に
は
寄
ら
ず
、
賀
茂
河
原
か
ら
直
接
退
出
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。」
と
あ
る
。
『
新
大
系
』
で
も
「
幼
い
」
の
は
「
頼
通
」
と
解
釈
し
て
あ
る
。
幼
い
の
は
頼
通
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
（
二
〇
一
六
年
十
月
十
七
日
・
受
理
）
（
二
〇
）
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